
重
要
文
化
財
　
黒
田
家
住
宅
長
屋
門
修
理
工
事
報
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書



昭
和
五
十
一
年
十
二
月
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書

重
要
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門
修
理
工
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報
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書



文

当
長
屋
門
は
、
黒
田
家
主
屋
の
南
面
に
建
つ
が
、
黒
田
家
は
江
戸
時
代
、
旗
本
本
多
日
向
守
の
代
官
を
勤
め
た
家

柄
で
、
広
大
を
屋
敷
の
周
囲
に
は
濠
が
回
り
そ
の
格
式
に
ふ
さ
わ
し
い
門
で
あ
る
。

建
物
の
創
立
は
、
主
屋
よ
り
や
や
古
く
十
八
世
紀
の
中
頃
で
、
当
地
方
の
代
官
住
宅
と
し
て
貴
重
を
遺
構
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
主
屋
と
共
に
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
日
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

し
か
し
長
屋
門
は
、
安
政
、
昭
和
と
二
度
も
大
地
震
を
受
け
、
ま
た
屋
根
も
昭
和
十
二
年
春
、
手
許
材
料
に
よ
っ

て
葺
き
か
え
た
が
、
そ
の
後
、
葺
材
茅
の
入
手
難
か
ら
そ
の
耐
用
年
限
は
遠
く
過
ぎ
腐
朽
甚
だ
し
く
、
各
所
に
雨
漏

り
が
生
じ
、
西
端
室
の
一
部
は
す
で
に
倒
壊
す
る
な
ど
破
損
の
度
は
大
き
く
、
現
状
維
持
は
憂
慮
さ
れ
た
。
そ
こ
で

所
有
者
と
地
元
関
係
者
相
諮
り
、
文
化
庁
指
導
の
も
と
に
修
理
設
計
を
た
て
、
国
並
び
に
県
及
び
小
笠
町
よ
り
多
額

の
補
助
金
を
受
け
る
と
共
に
修
理
委
員
会
を
設
け
て
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
。

工
事
は
解
体
修
理
工
事
、
総
事
業
費
二
千
九
百
五
十
万
円
余
り
、
期
間
十
三
ケ
月
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
途
中
、

調
査
資
料
に
基
づ
き
、
国
の
許
可
を
得
で
一
部
の
現
状
変
更
を
な
し
た
。

今
回
こ
こ
に
滞
り
な
く
完
了
、
住
時
を
偲
ぶ
お
代
官
の
長
屋
門
の
竣
工
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
、
こ
の
文
化
財
を

広
く
世
に
紹
介
す
る
と
共
に
後
世
に
伝
え
る
資
料
と
し
て
各
界
に
利
す
る
こ
と
多
き
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
終
始
専
門
的
立
場
か
ら
ご
指
導
を
賜
っ
た
文
化
庁
担
当
官
並
び
に
県
、
町
ご
当
局
、
ま
た
工
事
の
設
計



監
理
と
こ
の
報
告
書
の
編
集
に
当
ら
れ
た
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、
更
に
何
彼
と
ご
協
力
下
さ
っ

た
関
係
各
位
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

重
要
文
化
財
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住
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長
屋
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修
理
委
貞
会

委

貞

長

　

赤

　

堀

　

正

　

治

昭
和
五
十
二
年
一
月



朝

黒田家位置図

赤

衛　享

言

一
、
こ
の
報
告
書
は
、
当
黒
田
家
住
宅
長
屋
門
修
理
に
関
す
る
国
庫
補
助
事
業
の
一
部
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
編
集
に
当
っ
て
は
、
今
回
の
工
事
の
概
要
の
ほ
か
、
工
事
中
の
調
査
事
項
、
発
見
物
、

お
よ
び
こ
の
建
物
に
関
す
る
各
種
参
考
史
料
等
を
纏
め
た
。

三
、
図
面
お
よ
び
写
真
に
つ
い
て
は
、
工
事
中
作
製
ま
た
は
撮
影
し
た
多
数
の
う
ち
か
ら
、

図
面
に
つ
い
て
は
、
記
録
保
存
図
（
原
図
は
文
化
庁
に
提
出
、
同
庁
保
管
）
　
と
そ
の
他

の
説
明
図
を
、
写
某
に
つ
い
て
は
、
修
理
前
後
並
び
に
工
事
中
の
記
録
と
各
種
資
料
写

其
の
主
要
な
も
の
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

四
、
本
文
、
図
面
と
も
表
示
寸
法
は
「
メ
ー
ト
ル
」
　
に
よ
っ
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
「
尺
」

を
併
記
し
た
。

五
、
本
書
の
編
集
お
よ
び
担
当
は
左
記
に
よ
る

編
　
集
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人
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化
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造
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総
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本
文
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工
事
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任
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沸
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今
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工
事
中
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行

田
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帥
釦
P
山
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一
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第
十
二
図
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十
三
図

第
十
四
図

第
十
五
図

第
十
六
図

第
十
七
図

第
十
八
図

第
十
九
図

第
二
十
図

第
二
十
一
図

第
二
十
二
図

第
二
十
三
図
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三
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一
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十
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工

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃修
理
前

〃〃〃〃破
損
状
況

〃

正
側
面

正

　

面

背
東
側
面

背

　

面

西
側
面

門
番
部
屋

長
屋
通
り
正
面

長
屋
通
り
背
面

下
郎
部
屋
南
面

下
郎
部
屋
北
面

前
倉
南
面

前
倉
北
面

男
部
屋
南
面

男
部
屋
北
面

小
屋
真

正

　

面

背

　

面

東
側
面

西
妻
側

門
番
部
屋
間
仕
切

長
屋
通
り

背
面
通
り
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第
二
十
四
図

第
二
十
五
図

第
二
十
六
図

第
二
十
七
図

第
二
十
八
図

第
二
十
九
図

第
三
十
図

第
三
十
一
図

第
三
十
二
図

第
三
十
三
図

第
三
十
四
図

第
三
十
五
図

第
三
十
六
図

第
三
十
七
図

第
三
十
八
図

第
三
十
九
図

第
四
十
図

第
四
十
一
図

第
四
十
二
図

第
四
十
三
図

第
四
十
四
図

第
四
十
五
図

第
四
十
六
図

第
四
十
七
図

第
四
十
八
図

破
損
状
況
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状
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体

〃〃基

　

礎

〃〃〃

長
屋
通
り
西
側

背
面
屋
根

東
南
隅
の
屋
根

背
面
屋
根

男
部
屋
（
西
端
）

下
郎
部
屋

長
屋
通
り
天
井

要
旨
一
の
‖

仝要
旨
一
の
口
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旨
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の
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日
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四

要
旨
二
　
（
別
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小

　

屋
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柱
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長
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通
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コ
ン
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リ
ー
ト
叩

背
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U
字
溝
排
水

第
四
十
九
図

第
五
十
図
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五
十
一
図

第
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図
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五
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第
五
十
四
図

第
五
十
五
図

第
五
十
六
図

第
五
十
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図

第
五
十
八
図

第
五
十
九
図

第
六
十
図

第
六
十
一
図

第
六
十
二
図

第
六
十
三
図

第
六
十
四
図

第
六
十
五
図

第
六
十
六
図

第
六
十
七
図

第
六
十
八
図

第
六
十
九
図

基・軸〃〃〃〃〃屋
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規 仞b�

模 兒｢�

木梁桁 偸b�ﾔ��
造　間　行 

平　四二 
屋　’○ 

建七’ 
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長　八　〇 

屋　メ　四 
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主　ルト 

屋　　ル 

の 

南 

前 

面 

に 

南 

面 

し 

て 

建 

つ 
0 

重
要
文
化
財
　
真
田
家
住
宅
長
屋
門
修
理
工
事
報
告
書

第
一
章
　
概

説

第
一
節
　
建
造
物
の
概
要

二

、

規

　

　

　

　

　

模

一
、
指
　
定
　
告
　
示

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
日
、
文
部
省
告
示
第
一
〇
三
号
を
も
っ
て
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

三
、
構
　
造
　
形
　
式

左
表
の
通
り
で
あ
る
。
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平

　

面

屋
根
寄
棟
茅
葺
。

東
端
よ
り
西
へ
、
束
の
間
（
土
間
）
。
長
屋
通
り
（
土
間
、
中
央
引
分
け
大
板
戸
東
脇

間
潜
戸
）
。
げ
ろ
う
べ
や
（
「
下
郎
部
屋
」
床
板
張
り
、
室
中
央
に
間
仕
切
り
を
設
け
二

重
に
分
つ
）
。
ま
え
ぐ
ら
（
「
前
蔵
」
床
板
張
り
）
。
西
端
の
室
お
と
こ
ペ
や
（
「
男
衆
部
屋
」

床
板
張
り
、
げ
ろ
う
べ
や
と
同
様
間
仕
切
り
二
重
に
分
つ
）
、
を
設
け
る
。

基

　

礎

軸

　

部

小
屋
粗

野

　

地

屋

　

根

外

　

装

内

　

装

建

　

具

礎
石
玉
石
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
の
後
据
え
る
。
長
屋
通
り
と
軒
下
犬
走
り
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
叩
梨
地
仕
上
。
そ
の
他
土
間
は
い
づ
れ
も
三
和
土
叩
き
仕
上
げ
。

柱
、
角
柱
（
但
し
長
屋
通
り
出
人
口
両
脇
柱
は
平
角
）
、
礎
石
建
、
貫
四
通
り
、
足
固

貫
以
外
は
桁
行
梁
行
貫
下
端
揃
え
、
但
し
貫
横
は
桁
行
上
、
梁
行
下
締
め
、
大
引
は

梁
行
、
床
板
は
桁
行
足
固
貫
に
の
る
、
軒
桁
京
呂
組
。

東
西
両
端
梁
間
は
追
叉
首
組
、
他
は
柱
通
り
に
平
叉
首
組
。

叉
首
と
屋
中
竹
、
屋
中
竹
と
植
竹
い
づ
れ
も
藁
縄
縛
り
、
植
竹
と
茅
負
竹
の
み
椋
柏

縄
縛
り
。

茅
葺
、
棟
は
棟
柚
上
に
杉
皮
葺
を
な
し
小
舞
い
で
押
え
、
千
木
を
置
く
、
な
お
東
西

両
妻
に
木
製
の
小
棟
を
付
す
。

南
面
と
東
西
両
側
面
大
壁
白
漆
喰
塗
り
、
腰
範
子
下
見
板
張
り
、
北
面
真
壁
白
漆
喰

塗
り
、
な
お
南
面
に
三
ヶ
所
与
力
窓
を
付
す
。

ま
え
ぐ
ら
内
壁
の
み
竪
板
張
り
、
他
の
室
は
真
壁
漆
喰
塗
り
。

天
井
は
、
ま
え
ぐ
ら
、
長
屋
通
り
が
目
板
付
根
太
天
井
、
げ
ろ
う
べ
や
、
お
と
こ
べ

や
竹
筆
の
子
天
井
。

床
は
、
ま
え
ぐ
ら
の
み
目
板
付
拭
板
張
り
、
げ
ろ
う
べ
や
、
お
と
こ
べ
や
拭
板
張
。

長
屋
通
り
大
板
戸
引
分
け
、
潜
戸
板
戸
肘
壷
釣
り
内
開
き
。
げ
ろ
う
べ
や
、
お
と
こ

べ
や
出
人
口
腰
板
付
竪
格
子
戸
片
引
き
。
ま
え
ぐ
ち
板
戸
片
引
き
。

四、

創

　

立

　

沿

　

革

黒
田
家
は
代
々
武
家
で
、
後
示
略
歴
の
第
八
代
九
郎
大
輔
義
則
の
代
永
録
年
間
現
在
地
へ

移
り
、
江
戸
時
代
に
は
四
千
石
の
旗
本
本
多
日
向
守
の
代
官
で
あ
っ
た
と
い
う
。

屋
敷
は
正
面
に
大
規
模
な
長
屋
門
を
構
え
周
囲
に
は
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
広
大
（
一
〇
、
〇

〇
〇
が
）
　
を
も
の
で
あ
る
。
（
巻
頭
配
置
図
参
照
）

現
在
の
主
屋
は
安
政
の
大
地
震
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
文
久
元
年
二
八
六
一
）
　
記

銘
の
家
相
図
（
註
こ
　
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
よ
く
一
致
す
る
の
で
、
こ
の
頃
竣
工
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

構
造
は
床
上
部
に
お
い
て
棟
通
り
を
は
さ
ん
で
四
尺
巾
二
列
に
柱
を
立
て
、
そ
れ
ら
の
柱

列
か
ら
前
後
各
二
間
半
を
上
屋
と
し
、
四
周
に
一
間
巾
の
下
屋
を
ま
わ
す
、
小
屋
組
は
和
小

屋
で
寄
棟
造
、
桟
瓦
葺
と
し
、
下
屋
部
分
は
一
段
低
く
屋
根
を
か
け
る
。
背
面
下
屋
の
う
ち
、

「
つ
し
」
　
の
あ
る
二
間
分
は
さ
ら
に
一
段
下
げ
て
明
取
り
の
窓
を
開
い
て
い
る
。

平
面
は
床
上
部
が
前
側
に
四
室
、
後
ろ
側
に
三
重
を
配
し
、
土
間
は
下
手
一
通
り
に
上
屋

柱
が
立
ち
、
板
床
を
張
っ
て
物
置
な
ど
を
設
け
て
い
る
。
居
室
は
す
べ
て
畳
敦
で
竿
緑
天
井

を
張
り
、
土
間
上
に
も
す
の
こ
天
井
を
設
け
る
。

こ
の
住
宅
は
柱
、
梁
及
び
指
物
な
ど
太
い
木
割
で
あ
る
が
、
部
屋
割
り
が
こ
ま
か
い
た
め

豪
壮
さ
を
や
や
減
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
代
官
の
住
宅
に
ふ
さ
わ
し
く
良
質
で
、
仕
上
げ
も

て
い
ね
い
で
あ
る
。
又
建
設
年
代
は
下
る
が
、
明
ら
か
で
あ
り
、
改
造
が
少
く
、
保
存
が
良

い
点
を
ど
重
要
な
遺
構
で
あ
る
。
（
挿
第
一
図
参
照
）

長
屋
門
は
主
屋
よ
り
古
く
、
十
八
世
紀
中
頃
と
み
ら
れ
る
。
寄
棟
造
、
茅
葺
で
桁
行
六
十

八
尺
の
大
規
模
な
門
で
あ
る
。

安
政
被
災
前
の
屋
敷
構
え
を
示
す
古
図
（
嘉
永
三
年
記
銘
）
（
註
二
）
　
か
ら
判
断
す
る
と
、

廃
口
西
方
の
三
室
の
う
ち
、
西
端
室
は
文
久
の
主
屋
再
建
時
に
拡
張
さ
れ
て
、
全
面
的
に
改

造
さ
れ
た
′
。

ほ
か
に
も
改
造
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
破
損
も
大
き
い
が
、
大
規
模
で
質
の
よ
い

長
屋
門
で
あ
る
。

（
註
一
）
　
家
相
図
（
附
指
定
）

図
に
左
の
記
が
あ
る
。

遠
州
下
平
川
村
、
黒
田
氏
吉
相
之
家
図
、
以
曲
尺
八
分
換
一
間
而
造
家
図
定
方
位
耕
吉
凶

也
、
推
時
、
文
久
元
辛
酉
、
歳
暮
苦
慮
、
東
易
舘
、
宍
戸
頼
母
、
勝
富
隣
、
撰
図
。

（
註
二
）
　
家
相
図
（
附
指
定
）

図
に
左
の
記
が
あ
る
。

嘉
永
三
成
季
春
日
　
　
克
之
等
主
人
改
焉



第1図、安政大地震後に再建された主屋平面図

－3－

二
、
修
理
　
の
経
過

家
蔵
の
古
図
（
附
指
定
）
　
で
文
久
元
年
に
、
西
端
室
の
西
及
び
北
面
を
約
半
間
拡
張
、
廊

下
を
付
し
、
室
内
が
改
造
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
大
き
い
改
造
は
、
東
端
室
「
門
番
部
屋
」
　
の

附
属
下
屋
を
撤
去
通
用
門
を
新
設
し
、
「
門
番
部
屋
」
北
側
を
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
拡
げ
て

い
る
。
そ
の
他
「
下
郎
部
屋
」
室
内
の
間
仕
切
の
撤
去
と
出
人
口
の
そ
れ
ま
で
の
大
戸
形
式

を
半
間
の
片
引
戸
に
、
ま
た
「
前
倉
」
北
側
土
間
を
全
面
床
張
り
と
し
、
出
入
口
高
を
変
更

す
る
等
、
各
年
代
の
使
用
上
に
よ
り
小
改
造
が
な
さ
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
昭
和
十
二
年
頃
屋
根
全
面
葺
替
え
が
な
さ
れ
、
又
昭
和
十
九
年
の
東
南
海
地
震

に
よ
り
建
物
が
傾
斜
し
た
た
め
筋
達
を
入
れ
る
等
補
強
が
な
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

初

　

　

代

二

　

　

代

五六七八

代代代代

黒
田
家
略
歴
表

黒
田
義
次
下
野
守
越
前
の
国
（
福
井
県
）
黒
田
の
荘
を
領
し
土
地
の
名
を
も
っ

て
黒
田
の
性
に
改
め
た
。
そ
れ
ま
で
は
足
利
性
を
使
っ
て
い
た
ら
し
い
。

義
次
の
子
日
向
守
（
名
前
が
不
明
）
紀
州
牟
婁
都
（
和
歌
山
県
）
　
に
居
住
（
紀

元
一
二
五
〇
年
頃
即
ち
鎌
倉
時
代
の
末
頃
で
今
か
ら
七
二
〇
年
位
い
前
）

義
理
式
部
少
輔
と
称
し
、
城
飼
都
を
領
す
。

義
理
の
四
男
義
重
監
物
の
売
、
平
川
村
を
領
す
、
紀
州
熊
野
権
現
を
勧
請
し
「
産

土
神
と
し
朝
日
神
社
と
い
う
、
神
田
拾
町
歩
を
寄
進
し
祭
祀
及
神
社
修
復
の
料

に
充
つ
、
現
在
神
社
の
西
に
上
神
田
、
下
神
田
と
称
す
る
字
あ
り
。

名
乗
、
業
績
等
判
然
と
し
な
い
。

仝

　

　

右

仝

　

　

右

九
郎
太
輔
義
則
…
…
紀
元
一
五
五
八
年
永
禄
年
間
現
在
地
（
現
地
に
居
住
の
初

代
）
に
屋
敷
ど
り
を
し
て
居
住
。
当
時
の
建
造
物
と
し
て
は
唯
一
つ
門
だ
け
が
残
存

し
て
い
る
が
現
在
は
修
理
復
元
材
料
の
人
手
不
可
能
の
た
め
自
然
の
腐
朽
に
任

し
て
あ
る
…
…
昭
和
十
九
年
の
大
震
に
も
耐
え
た
。
門
以
外
の
建
物
は
紀
元
一

八
五
五
年
安
政
二
年
十
月
の
大
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
現
在
の
母
屋
、
土
蔵
其

他
の
建
物
は
其
後
の
建
物
で
母
屋
等
は
一
一
〇
年
前
の
も
の
で
耐
震
の
た
め
強
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勒
な
松
村
を
使
用
し
中
心
部
に
特
に
近
接
し
て
二
本
の
柱
を
東
西
に
使
っ
て
あ

る
…
…
昭
和
十
九
年
の
大
震
災
に
も
大
し
た
被
害
は
な
か
っ
た
。

義
則
は
初
め
今
川
義
元
勢
に
属
し
た
が
永
録
十
二
年
二
．
五
六
九
年
）
今
川
氏

責
掛
川
を
去
り
北
條
氏
康
に
拠
る
に
当
り
近
傍
諸
蒙
と
共
に
徳
川
に
属
す
家
康

命
じ
て
小
笠
原
与
八
郎
滑
継
の
組
付
と
す
。

元
亀
二
年
三
九
八
年
前
二
五
七
一
年
）
武
田
信
玄
遠
江
国
に
入
る
や
義
則
そ

の
子
玄
忠
義
得
と
共
に
高
天
神
城
（
現
在
城
東
村
に
城
跡
あ
り
）
　
に
拠
り
部
将

斉
藤
宗
林
の
磨
下
に
属
し
隊
長
池
田
縫
平
、
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
、
粕
谷
善
右

衛
門
等
と
共
に
手
兵
を
も
っ
て
城
砦
を
守
り
同
年
三
月
信
玄
牙
旗
を
塩
買
坂
に

樹
て
兵
を
河
東
（
現
在
小
笠
町
南
山
附
近
）
　
に
進
む
る
や
義
則
小
笠
原
氏
義
に

従
い
歩
騎
五
〇
〇
を
も
っ
て
甲
斐
の
先
鋒
（
武
田
勢
の
先
陣
）
内
藤
修
理
を
国

安
川
（
現
在
の
菊
川
下
流
）
　
に
拒
ぎ
、
奮
戦
数
次
に
及
び
退
い
て
城
を
守
る
。

信
玄
進
ん
で
こ
れ
を
包
囲
し
た
が
攻
め
落
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

其
の
後
天
正
二
年
二
五
七
四
年
）
六
月
武
田
勝
頼
高
天
神
城
を
囲
み
日
夜
攻

撃
を
加
え
七
月
終
の
西
の
丸
が
敵
手
中
に
落
ち
た
。

当
時
徳
川
家
康
浜
松
に
お
っ
た
が
来
援
し
な
か
っ
た
。

小
笠
原
与
八
郎
清
継
は
城
を
守
り
ぬ
く
こ
と
の
不
可
能
な
こ
と
を
知
り
勝
頼
と

和
睦
し
て
城
を
明
け
渡
し
た
の
で
義
則
、
義
得
の
親
子
は
郷
里
平
川
村
に
帰
っ

十
四
　
代

十
五
　
代

十
六
　
代

十
七
　
代

十
八
　
代

嶺
田
村
の
一
部
、
三
沢
相
計
四
、
〇
〇
〇
石
を
管
挿
し
た
）
　
と
な
っ
た
が
い
つ

頃
か
ら
か
判
然
と
し
な
い
。

（
十
一
代
目
）
　
大
郎
左
衛
門
義
一

本
多
日
向
守
の
代
官
を
つ
と
め
た
。
特
に
弓
術
に
長
じ
其
指
導
能
力
は
卓
抜
だ

た。義
則
は
慶
安
三
年
二
六
五
〇
年
）
八
月
四
日
辛
。

（
現
地
居
住
の
二
代
目
）
玄
忠
義
得
、
上
記
々
録
の
他
不
明
。

こ
の
間
は
比
較
的
平
穏
無
事
に
過
ぎ
た
模
様
で
あ
る
が
旗
本
（
徳
川
時
代
将
軍

家
直
参
の
士
で
知
行
一
万
石
以
下
の
も
の
）
本
多
日
向
守
の
代
官
（
下
平
川
村
、

っ
た
の
で
静
岡
県
下
、
愛
知
県
下
に
も
門
弟
が
あ
り
其
数
約
三
〇
〇
名
。

十
九
　
代
　
（
十
二
代
目
）
　
源
五
郎
義
彰

天
保
七
年
二
八
三
六
年
）
出
生
、
明
治
四
十
一
年
死
去
七
五
才
（
一
九
二

年）義
一
と
共
に
弓
術
を
得
意
と
し
東
は
伊
豆
方
面
か
ら
西
は
愛
知
県
に
亘
る
間
三

〇
〇
名
の
門
弟
が
あ
っ
た
。

慶
応
三
年
六
月
迄
本
多
日
向
守
の
代
官
職

二
十
　
代
　
（
十
三
代
目
）

定
七
郎
（
幼
名
武
之
助
）
徳
川
慶
喜
公
が
幼
名
竹
之
助
で
呼
び
方
が
同
じ
な
為

改
名
し
た
由
。

昭
和
六
年
一
月
二
十
日
二
九
三
一
年
）
死
去
。

二
十
一
代
　
（
十
四
代
目
）
当
主
節
三

附

　

記

一
、
黒
田
家
屋
敷
取
り
は
昔
の
城
廓
の
型
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
表
門
の
西
端
に
あ
る
楠
樹
は
、
当
時
の
家
格
を
表
示
し
て
い
た
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

三
、
門
外
の
広
場
（
現
在
畑
と
な
っ
て
い
る
所
）
　
は
そ
の
昔
馬
場
と
し
て
使
用
し

た
も
の
で
あ
る
。

四
、
仏
間
の
西
の
内
玄
関
は
昔
の
白
洲
（
法
庭
）
　
の
跡
…
…
代
官
は
司
法
行
政
の
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権
能
を
も
っ
て
い
た
。

五
、
仏
間
と
内
玄
関
の
間
か
ら
門
に
至
る
間
の
竹
垣
は
昔
は
土
塀
で
あ
っ
た
が
昭

和
十
九
年
二
九
四
四
年
）
　
の
東
南
海
大
震
災
で
倒
壊
し
た
跡
え
造
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

は
文
化
庁
の
現
状
変
更
の
許
可
を
得
て
復
原
し
、
ま
た
腐
朽
個
所
は
繕
い
或
い
は
部
材
を
取

替
え
補
修
し
、
基
礎
か
ら
根
本
修
理
を
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
要
す
る
期
間
は
十
三
ケ
月

間
、
総
額
二
九
、
五
〇
万
円
の
計
画
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
工
事
の
概
要

一
、
工
事
に
至
る
経
過

黒
田
家
長
屋
門
は
学
識
者
に
よ
り
我
国
の
古
建
築
長
屋
門
と
し
て
早
く
よ
り
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
た
門
で
あ
り
昭
和
四
十
六
年
よ
り
四
十
七
年
に
か
け
て
の
民
家
緊
急
調
査
に
よ
り
指

定
申
請
候
補
の
建
物
と
在
り
昭
和
四
十
八
年
六
月
二
日
主
家
と
門
、
古
図
二
枚
が
同
時
に
重

要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
、
こ
の
門
は
指
定
の
当
時
す
で
に
相
当
に
破
損
が
進
ん
で
い
た

が
、
種
々
の
理
由
か
ら
早
急
を
修
理
実
施
に
は
至
ら
を
か
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
至
り
更

に
破
損
が
進
行
し
放
置
し
得
な
い
状
況
と
な
つ
た
た
め
、
関
係
者
の
間
に
早
急
な
保
存
修
理

を
望
む
声
が
起
り
、
文
化
庁
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
の
指
導
を
得
て
、
計
画
が
漸
く
具
体
化

し
、
昭
和
五
十
年
、
五
十
一
年
度
に
渡
る
継
続
工
事
と
し
て
文
化
庁
の
文
化
財
補
助
事
業
計
画

に
組
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
年
八
月
そ
の
内
示
を
う
け
地
元
小
笠
町
教
育

委
員
会
は
所
有
者
の
委
任
を
う
け
て
実
施
の
た
め
の
修
理
委
員
会
の
組
織
に
着
手
す
る
一
方
、

財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
に
修
理
設
計
を
委
託
、
別
記
方
針
と
内
容
の
基
本

設
計
書
を
調
整
す
る
と
と
も
に
国
庫
補
助
申
請
手
続
を
と
り
、
こ
れ
が
受
理
さ
れ
昭
和
五
十

年
十
二
月
工
事
着
手
の
運
び
と
な
っ
た
。

三
、
工
　
事
　
経
　
過

工
事
は
初
年
度
、
先
づ
仮
設
、
解
体
を
地
元
業
者
の
指
名
入
札
に
よ
り
決
定
つ
い
で
木
工

事
の
一
部
を
同
様
発
注
施
工
し
、
次
年
度
は
同
一
業
者
と
随
意
契
約
に
よ
り
施
工
し
た
。
一

方
工
事
実
施
中
に
綿
密
な
調
査
記
録
を
な
し
、
復
原
資
料
を
纏
め
、
外
壁
下
見
抜
、
西
端
室

の
復
原
等
の
現
状
変
更
の
申
請
を
な
し
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
十
六
日
付
で
其
の
許
可
を
得

て
実
施
し
た
。

一
方
東
端
室
の
床
張
り
を
土
間
に
、
ま
た
「
下
郎
屋
部
」
「
男
部
屋
」
等
の
内
部
堅
抜
張
り

の
撤
去
等
に
よ
り
予
想
し
た
取
替
木
材
量
の
減
と
単
価
滅
又
は
節
約
等
に
よ
り
長
屋
門
の
予

算
を
約
九
〇
万
円
滅
ず
る
と
と
に
依
り
、
主
屋
下
屋
瓦
葺
屋
根
よ
り
雨
漏
れ
が
生
じ
た
の
で
、

総
事
業
費
に
増
減
を
来
さ
な
い
範
囲
で
こ
の
際
補
修
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
等
の
実
施
設
計

を
た
て
、
文
化
庁
の
許
可
を
得
て
実
施
し
た
。

な
を
現
地
変
更
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
一
節
を
ま
た
予
算
関
係
は
同
第
三
節
を
参
照
さ
れ

たい。

二
、
工
　
事
　
方
　
針

解
体
工
事
、
建
物
を
一
旦
全
部
解
体
し
、
そ
の
間
当
初
の
形
式
技
法
、
お
よ
び
後
世
に
増

改
変
さ
れ
た
西
端
室
下
屋
、
各
室
間
仕
切
り
等
の
痕
跡
調
査
を
行
を
い
資
料
の
確
実
な
も
の

四
、
工
　
事
　
組

l

　

組

　

織

修
理
工
事
着
手
に
あ
た
り
所
有
者
は
地
元
関
係
者
に
依
る
、
重
要
文
化
財
黒
田
家

住
宅
長
屋
門
修
理
委
員
会
を
組
織
、
工
事
執
行
を
こ
の
委
貞
会
に
委
託
、
委
員
会
は

事
務
局
を
小
笠
町
教
育
委
員
会
内
に
設
置
す
る
と
共
に
設
計
監
理
業
務
は
財
団
法
人

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
に
委
託
し
、
文
化
庁
並
び
に
静
岡
県
及
び
小
笠
町
の

指
導
の
も
と
に
運
営
し
た
。
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実
施
に
当
っ
て
は
、
経
理
等
に
関
し
て
は
文
化
財
保
護
法
、
補
助
金
等
に
係
る
予

算
の
執
行
に
関
す
る
法
律
、
お
よ
び
同
法
施
行
会
を
は
じ
め
小
笠
町
の
諸
条
令
、
或

い
は
関
係
法
規
を
順
守
し
て
処
理
し
、
技
術
等
に
関
し
て
は
、
現
場
事
務
所
に
、
財

団
法
人
、
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
の
技
術
職
員
が
常
駐
し
、
修
理
設
計
、
諸

調
査
の
記
録
と
施
工
監
督
等
を
行
を
い
工
事
を
推
進
し
た
。

2
、
工
事
関
係
者

l
委
員
会

工
事
監
督
　
（
参
与
）

工
事
主
任
　
技
術
職
員

前
工
事
主
任
　
同

自
昭
和
五
十
年
十
二
月
一
日

至
昭
和
五
十
一
年
六
月
三
十
日

補
佐

同

委
員
長
　
（
町
議
会
副
議
長
）

副
委
員
長
（
町
会
議
員
）

監
　
事
　
（
教
育
委
員
長
）

赤

　

堀

　

正

　

治

黒

　

田

　

仁

　

平

同委

　

員

同同同同事
務
局

同事
務
局

同同同同

（
文
化
財
委
員
）

（
町
会
議
長
）

（
文
教
委
貞
長
）

（
前
文
教
委
員
長
）

（
文
化
財
審
議
委
員
）

（所有者）

（
町
　
長
）

（
助
　
役
）

（収入役）

（教育長）

（
教
委
事
務
局
長
）

（
教
委
係
長
）

（
教
委
施
設
係
長
）

斉竹越
胃袴森宮黒赤県野松横松岡

レ
〕
ヒ

ム
［
円

内根田下城田堀口山田下田

龍

　

雄

悦

　

男

正

　

治

敏

　

男

辻

　

夫

孝

　

平

節

　

三

猪
太
郎清

嗣

　

謙

昌

　

宏

松

　

治保

現
場
書
記

3
工
事
施
工
者

請
負
者
　
黒
田
工
務
店
　
（
小
笠
町
）

大

　

工

〃〃人

　

夫

〃〃鳶

　

工

木
材
納
入
　
㈱
平
田
木
材

広島高今桧

瀬山原井下

沸

好

　

三孝

成

　

享

美

　

鳥

茅
　
納
入

左
官
工
事

屋
根
葺
工

〃〃

御
殿
場

小
笠
町

浜
岡
町

〃

黒松相相黒牧曽森鎌長横大繁松

田本羽羽田野根下田田山石田下

奉

　

書

良

　

平

秋

　

次

春

一

信

　

夫

三

　

平

益

　

治

良

　

夫

喜

　

作

新

　

作

芳
太
郎

正

　

己

和

　

夫昇

紺
攣
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
（
理
事
長
）

有
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第
二
章
　
調

二
基

第
一
節
　
破
　
損
　
状
　
況

礎

四

、

小

　

　

　

　

　

屋

雨
漏
れ
に
よ
っ
て
背
面
、
西
面
の
叉
首
は
ほ
と
ん
ど
腐
朽
し
て
い
た
。

地
盤
は
東
北
隅
が
一
番
高
く
、
西
南
隅
が
約
五
～
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低
く
在
っ
て
い
た
、

各
柱
礎
石
は
不
同
沈
下
し
、
南
東
面
の
雨
落
石
積
み
も
不
陸
や
乱
れ
が
多
く
、
一
部
は
欠
失

し
て
い
た
。
ま
た
背
面
の
東
端
か
ら
↓
前
倉
」
ま
で
の
軒
下
犬
走
り
と
「
長
屋
通
り
」
上
聞

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
叩
き
に
な
っ
て
い
た
が
礎
石
狭
間
石
の
一
部
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
下
に
隠
蔽

さ
れ
て
い
た
。
床
下
は
中
古
の
床
張
替
え
の
際
に
、
根
太
束
石
等
が
移
動
さ
れ
粘
土
叩
き
は

荒
廃
し
、
西
端
室
な
ど
は
二
メ
ー
ト
ル
余
り
の
高
さ
の
草
竹
が
生
育
し
て
い
た
。

五

、

屋

　

　

　

　

　

根

葺
材
の
茅
は
腐
朽
下
地
竹
ま
で
欠
失
、
各
所
に
大
穴
が
生
じ
、
軒
付
け
は
抜
け
落
ち
、
棟

は
馬
乗
せ
が
昭
和
に
新
補
は
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ
も
腐
朽
、
し
か
も
品
軒
付
の
脱
落
に
よ
り

大
き
く
乱
れ
て
い
た
。

二

、

軸

　

　

　

　

　

部

全
体
に
腐
朽
と
蟻
害
に
よ
り
破
損
は
甚
大
で
、
建
物
は
西
北
方
向
へ
大
き
く
傾
斜
し
、
柱

も
西
側
、
背
面
西
寄
り
は
す
で
に
腐
朽
欠
失
、
そ
の
他
も
辛
じ
て
立
っ
て
い
る
の
み
で
、
貫
、

桁
も
朽
ち
一
部
は
落
下
し
て
い
た
、
特
に
西
端
室
は
中
古
に
、
西
、
北
、
矩
折
れ
に
下
屋
が

増
築
さ
れ
、
更
に
明
治
に
改
造
さ
れ
た
が
、
隣
接
し
て
楠
の
巨
木
が
繁
茂
し
日
陰
と
な
り
、

腐
朽
、
倒
壊
、
土
台
も
土
中
に
埋
ま
り
、
辛
じ
て
南
面
側
壁
と
、
部
材
の
う
ち
西
北
隅
柱
と
、

雨
戸
敷
鴨
居
等
が
散
在
残
存
し
て
い
た
の
み
で
、
当
初
の
規
模
す
ら
不
明
な
程
の
荒
廃
状
態

で
あ
っ
た
。

六

、

雑

　

　

　

　

　

作

前
面
外
部
範
子
下
見
板
も
板
の
厚
さ
が
薄
く
、
風
蝕
、
腐
朽
が
著
し
く
、
破
損
が
生
じ
ま

た
土
壁
の
一
部
は
剥
落
、
下
地
小
舞
竹
が
露
出
し
て
い
た
、
特
に
背
面
は
破
損
が
ひ
ど
く
小

舞
竹
も
腐
朽
、
一
部
欠
失
し
て
い
た
。

天
井
は
「
長
屋
通
」
り
と
「
前
倉
」
の
板
類
が
雨
漏
れ
と
蟻
害
と
で
大
き
く
破
損
、
ま
た

筆
の
子
天
井
の
竹
も
一
部
腐
朽
欠
失
し
て
い
た
。

各
室
内
部
は
羽
目
板
張
り
で
あ
っ
た
が
、
貫
、
胴
縁
は
蟻
害
を
受
け
、
又
壁
板
も
剥
落
し

て
い
る
箇
所
が
多
か
っ
た
。

建
具
は
「
長
屋
通
り
」
　
の
大
戸
は
付
敷
居
の
分
離
移
動
に
よ
り
開
閉
不
可
能
と
在
っ
て
い

た
が
建
具
は
た
い
し
て
破
損
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
下
郎
部
屋
」
　
「
前
倉
」
の
出
入

口
の
片
引
戸
と
格
子
戸
は
下
部
が
腐
朽
消
滅
、
分
解
寸
前
で
あ
っ
た
。

三
、
床
　
　
廻

り

各
室
と
も
根
太
、
床
板
と
も
腐
朽
蟻
書
又
は
欠
失
し
、
室
内
に
入
れ
を
い
ほ
ど
の
荒
廃
ぶ

り
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
後
世
の
改
変
と
当
初
へ
の
復
原
考
察

一
、
後
世
の
補
修
及
び
形
式
の
変
更

今
回
の
解
体
工
事
中
の
調
査
な
ら
び
に
家
蔵
の
家
相
図
、
所
有
者
の
記
憶
等
か
ら
、
挿
図



第3図　嘉永三年の平面図

第4図　文久元年の平面図
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第6図　明治35年頃の平面図

第7図　大正年間の平面図
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第8図　現状平面図
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第
二
図
～
　
（
第
八
図
）
　
に
示
す
よ
う
に
平
面
の
変
遷
が
、
七
様
に
分
類
出
来
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
時
代
別
に
は
、
当
初
。
嘉
永
三
年
。
文
久
元
年
。
明
治
二
十
二
年
頃
。
明
治
三
十
五

年
頃
。
大
正
年
間
。
昭
和
（
現
在
）
と
大
別
で
き
る
の
で
、
そ
の
平
面
の
変
遷
に
つ
い
て
調

査
し
た
結
果
を
記
す
。
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註
一
幕
永
三
年
の
家
相
図
に
基
づ
く
、
こ
の
図
の
長
屋
門
は
、
梁
間
を
三
間
　
（
五
尺
×
三
尺
＝

十
五
尺
）
　
に
描
き
又
南
側
通
と
「
長
屋
通
り
」
引
分
大
戸
筋
と
の
間
を
三
尺
に
描
く
等
の
誤

り
は
有
る
が
、
他
の
寸
尺
は
正
し
く
参
考
に
な
る
。

註
二
　
文
久
元
年
の
家
相
図
に
基
づ
く
、
こ
れ
は
、
先
の
嘉
永
の
家
相
図
を
基
に
し
て
描
い
た
為

や
は
り
梁
間
が
そ
の
ま
ゝ
誤
っ
て
お
り
　
（
三
間
十
五
尺
）
　
さ
ら
に
「
長
屋
通
り
」
扉
廻
り
に

は
八
双
金
具
類
を
取
付
け
る
等
、
給
様
化
し
て
い
る
。

註
三
　
銅
板
画
に
基
づ
く
、
表
記
の
平
田
村
は
明
治
二
十
二
年
以
降
の
名
称
で
、
又
相
良
町
の
大

鐘
太
喜
郎
氏
所
有
の
他
家
の
銅
板
画
で
年
代
の
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
明
治
初
期
～
中
期
な

の
で
、
普
家
の
も
の
も
中
期
と
思
わ
れ
る
　
（
写
眞
）

註
四
　
嘗
家
の
番
頭
が
結
婚
し
た
年
で
、
こ
の
時
「
男
部
屋
」
を
改
築
し
て
夫
婦
で
居
住
し
た
。

註
五
　
東
妻
の
桁
上
丑
梁
東
面
に
一
尺
三
寸
毎
に
種
木
欠
込
痕
が
有
り
、
又
桂
一
－
〇
、
一
l
一
、

一
1
四
、
の
各
々
東
面
に
梁
取
付
仕
口
痕
が
有
る

註
六
　
家
相
図
に
依
る
と
こ
の
下
屋
は
桁
行
九
尺
で
、
さ
ら
に
倉
が
続
く
、
下
屋
に
は
「
も
や
置

場
）
　
と
記
さ
れ
て
い
る

註
七
　
家
相
図
に
下
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。

註
八
　
銅
板
画
に
は
、
瓦
葺
の
下
屋
が
描
か
れ
て
お
り
、
南
正
面
に
は
長
屋
門
と
同
じ
高
さ
普
初

の
高
さ
の
下
見
板
を
張
っ
て
い
る
。

註
九
　
こ
の
頃
、
下
屋
を
撤
去
し
、
通
用
門
を
開
い
た
。

註
十
　
倉
へ
の
米
の
搬
入
に
、
事
を
利
用
す
る
様
に
な
り
、
棟
が
支
え
る
の
で
、
株
高
を
上
げ
た
。

又
、
こ
の
大
正
期
に
、
南
正
面
、
末
書
の
両
面
の
壁
を
塗
直
し
た
の
で
、
こ
の
時
に
下
見
板
の

位
置
を
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
。

註
十
一
窓
内
法
間
の
柱
向
合
せ
面
に
小
舞
穴
痕
、
而
し
て
上
窓
枠
下
端
に
範
子
の
切
断
片
が
残
存

し
て
い
る
。

註
十
二
　
中
央
開
放
の
出
人
口
は
西
に
一
尺
寄
せ
て
い
る
。

註
十
三
　
家
相
図
に
は
間
仕
切
は
な
い
、
こ
の
「
束
の
間
」
だ
け
に
部
屋
名
が
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず

こ
の
室
へ
の
入
口
の
表
示
も
な
い
の
で
、
（
文
久
の
家
相
図
で
は
、
北
側
通
の
二
本
の
柱
し
か

描
い
て
い
な
い
）
　
他
室
と
比
べ
て
軽
る
ん
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

証
十
四
　
家
相
図
に
は
間
仕
切
り
は
な
い
。

註
十
五
　
柱
の
根
太
欠
き
の
高
さ
が
不
揃
い
な
の
で
、
柱
の
不
同
沈
下
後
に
床
を
張
っ
た
事
が
判
る
。

両
家
相
図
に
間
仕
切
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
嘗
初
の
間
仕
切
の
楯
が
天
井
根
太
に
転
用
さ

れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
時
迄
嘗
初
の
間
仕
切
が
続
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
格
子
窓

は
こ
の
時
期
に
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
其
の
後
（
三
－
こ
　
（
三
－
二
）
　
間
に
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片
引
戸
を
設
け
た
一
時
期
が
あ
り
、
再
び
板
壁
で
塞
い
だ
　
（
三
－
二
）
　
（
三
－
二
又
）
柱

西
面
に
敷
鴨
居
の
首
領
跡
が
　
（
内
法
五
寸
五
分
）
　
が
残
っ
て
い
る
。

註
十
六
　
家
相
図
に
は
既
に
柱
間
一
杯
の
大
き
な
潜
戸
に
描
い
て
い
る
が
、
細
い
点
線
な
の
で
表

示
が
行
届
い
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。

証
十
七
　
家
相
図
に
は
、
大
き
な
潜
戸
（
西
に
開
く
）
　
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
「
長
屋
通
り
」
は
表

現
が
給
様
化
し
て
い
て
信
憑
性
が
薄
い
。

註
十
八
　
大
凡
こ
の
頃
の
改
造
と
思
わ
れ
る
が
定
か
で
な
い
。

註
十
九
　
（
八
－
四
）
柱
西
面
楯
下
に
、
小
舞
穴
、
胴
縁
穴
痕
が
有
る
。
家
相
図
に
も
、
西
半
分

を
出
入
ロ
に
措
い
て
い
る
。

註
二
十
　
家
相
図
に
は
、
柱
間
一
杯
を
開
放
に
描
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
再
び
、
片
引
大
戸
に

戻
し
た
。

註
二
十
一
間
仕
切
を
撤
去
し
て
、
一
室
の
大
部
屋
に
改
め
る
と
同
時
に
、
出
人
口
を
小
さ
く
し

た
と
思
わ
れ
る
。
尚
家
相
図
に
は
間
仕
切
は
を
い
。

註
二
十
二
　
年
代
は
明
確
で
な
い
が
、
楯
取
付
に
洋
釘
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
此
虚
で
は
一
席

こ
の
頃
と
推
定
し
た
。

註
二
十
三
　
（
十
一
－
○
）
　
（
十
二
I
O
）
柱
向
合
せ
面
に
上
下
窓
枠
取
付
柄
穴
　
（
床
よ
り
三
尺

四
寸
七
分
高
、
内
法
二
尺
三
寸
四
分
）
　
が
有
る
。
同
両
柱
向
合
せ
面
に
は
、
壁
塗
直
し

の
際
の
木
舞
穴
が
、
窓
内
法
間
に
有
り
、
亦
銅
板
画
に
窓
が
無
い
の
で
、
こ
の
頃
設
置

さ
れ
、
そ
の
後
、
大
正
の
壁
塗
直
し
の
際
撤
去
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

註
二
十
四
　
（
十
五
－
四
）
柱
北
面
に
、
棟
木
、
腕
木
、
貫
の
各
々
取
付
仕
口
痕
、
及
び
小
舞
穴

痕
が
有
る
嘉
永
の
家
相
図
に
依
る
と
、
北
へ
六
尺
二
間
（
十
二
尺
）
　
延
び
、
而
し
て
東

へ
七
尺
二
間
　
（
十
四
尺
）
　
延
び
、
更
に
北
へ
延
び
て
途
中
「
御
成
門
」
を
開
き
、
母
屋

に
結
ぶ
、
そ
の
後
も
う
一
組
の
小
舞
穴
が
有
る
の
で
壁
を
塗
り
直
し
た
も
の
と
思
は
れ

る。

註
二
十
五
　
下
屋
を
廻
し
た
為
、
塀
も
改
造
を
受
け
た
。
家
相
図
に
は
　
（
十
二
）
　
（
十
三
）
　
通
間

が
　
（
十
三
）
　
通
か
ら
か
は
明
確
で
な
い
が
、
北
へ
直
ぐ
主
屋
に
結
び
、
途
中
に
は
や
は
り

門
を
開
く
。

註
二
十
六
　
銅
板
画
に
土
塀
が
眞
壁
で
腰
に
堅
板
張
が
描
か
れ
て
い
る
。

証
二
十
七
　
昭
和
十
九
年
の
東
南
海
地
震
で
倒
壊
し
、
竹
垣
に
改
め
た
。

琴
一
十
八
　
（
十
四
－
四
）
　
（
十
五
－
四
）
柱
向
合
せ
面
に
、
上
拒
、
下
糎
の
取
付
仕
口
跡
（
礎
石

上
端
よ
り
四
尺
五
寸
八
分
高
、
内
法
一
尺
五
寸
八
分
）

註
二
十
九
　
大
凡
こ
の
頃
（
十
四
－
四
）
　
（
十
五
－
四
）
柱
の
北
面
に
、
上
根
、
下
拒
、
取
付
仕
口

跡
、
板
溝
及
び
胴
緑
穴
跡
が
有
る
の
で
、
棚
の
様
な
も
の
が
北
廊
下
に
突
出
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
尚
、
下
枢
下
端
は
床
板
上
端
に
揃
ひ
、
内
法
四
尺
六
寸
三
分
。

註
三
十
　
家
相
図
に
依
る
と
、
「
下
郎
部
屋
」
同
様
西
半
分
を
出
入
口
に
描
い
て
お
り
、
（
十
四
1
四
）

柱
西
面
楯
下
に
小
舞
穴
が
有
る
。

革
二
十
一
下
屋
設
置
に
伴
ひ
、
引
達
戸
を
入
れ
た
と
思
は
れ
る
。
（
十
四
－
四
）
柱
東
面
に
鴨
居
取

付
柄
穴
　
（
床
板
上
端
よ
り
内
法
六
尺
一
寸
三
分
）
　
及
び
　
（
十
三
－
四
）
柱
西
面
に
同
じ
高

さ
に
釘
が
残
存
し
て
い
る
。
敷
居
取
付
跡
は
柱
が
腐
朽
の
為
不
明
。

註
三
十
二
　
北
背
面
同
様
下
見
板
を
張
ら
ず
眞
壁
で
あ
っ
た
事
も
考
へ
得
る
が
、
修
理
は
東
妻
に
倣

い
棟
通
り
柱
の
み
を
外
に
出
し
た
大
壁
と
し
下
見
板
を
張
っ
た
。
又
　
（
十
五
－
○
）
柱
北

面
（
十
五
－
四
）
柱
南
面
に
二
種
の
小
舞
穴
跡
が
有
る
の
で
、
文
久
元
年
の
下
屋
新
設
迄

に
一
度
壁
を
小
舞
よ
り
塗
直
し
た
。

註
三
十
三
　
（
十
五
I
O
）
　
（
十
五
－
四
）
　
柱
の
向
い
合
せ
面
に
差
鴨
居
取
付
仕
口
痕
、
及
び
差
鴨

居
（
材
一
尺
一
寸
五
分
、
巾
四
寸
、
下
端
に
二
本
溝
）
　
が
一
部
残
存
し
て
い
た
。

註
三
十
四
　
家
相
図
に
依
る
と
、
廊
下
は
、
西
妻
側
三
尺
、
北
側
五
尺
二
寸
五
分
の
幅
に
描
か
れ
、

西
北
に
は
風
呂
、
便
所
（
桁
行
六
尺
六
寸
、
梁
間
六
尺
）
　
が
設
け
ら
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。

又
出
入
口
が
明
確
に
措
か
れ
て
い
を
い
の
で
、
明
治
三
十
五
年
の
改
造
時
の
出
入
口
に
倣

い
　
（
十
三
）
　
通
よ
り
東
へ
土
間
を
設
け
、
片
引
戸
を
考
へ
た
。

註
三
十
五
　
新
婦
夫
婦
居
住
の
為
、
再
び
下
屋
を
全
面
的
に
改
修
し
、
西
妻
側
三
尺
、
北
側
五
尺
の
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幅
に
廊
下
を
廻
し
た
。
又
、
側
通
り
に
雨
戸
及
び
戸
袋
を
設
け
、
而
し
て
、
出
人
口
は

（
十
三
）
　
通
の
南
半
分
を
、
片
引
戸
に
し
、
五
尺
×
五
尺
の
土
間
を
設
け
た
。
土
台
、

柱
、
雨
戸
敷
鴫
居
の
一
部
が
残
存
し
て
い
た
。
尚
家
相
図
に
描
か
れ
て
い
た
便
所
、
風

呂
場
は
こ
の
時
に
撤
去
し
た
。

琴
二
十
六
　
家
相
図
に
間
仕
切
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
「
下
郎
部
屋
」
の
間
仕
切
撤
去
時
に
同
じ
く

撤
去
さ
れ
た
と
思
は
れ
る
。

註
三
十
七
　
「
下
郎
部
屋
」
同
様
、
窓
が
有
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

又
、
南
正
面
大
壁
に
就
て
は
、
南
側
柱
通
の
平
柱
東
西
両
面
に
小
舞
穴
及
び
、
隅
柱
ニ

ー
○
）
　
（
三
－
○
）
　
（
七
－
○
）
　
（
十
五
－
○
）
柱
向
合
せ
面
に
其
々
二
種
の
小
舞
穴

痕
が
残
り
特
に
　
（
十
五
霊
○
）
柱
東
面
に
は
、
出
格
子
窓
の
取
付
位
置
の
間
は
小
舞
穴

痕
が
な
い
の
で
、
文
久
元
年
の
出
格
子
窓
が
出
来
る
以
前
に
、
壁
が
小
舞
か
ら
塗
直
さ

れ
た
、
亦
（
十
五
－
○
）
柱
北
面
に
二
種
の
小
舞
穴
が
有
り
、
文
久
の
下
屋
設
置
以
前

に
壁
塗
直
し
が
有
っ
た
事
と
一
致
す
る
。
其
の
後
、
再
び
大
正
期
に
壁
塗
直
し
が
あ
っ

た
が
、
南
正
面
大
壁
で
は
、
再
び
窃
掛
刻
に
間
渡
竹
を
掛
け
て
小
舞
を
掻
い
た
。

註
三
十
八
　
（
十
五
I
O
）
柱
南
面
と
、
（
十
四
－
○
）
柱
南
面
に
打
ち
付
け
た
添
木
南
面
に
、
上

根
、
下
拒
取
付
仕
口
痕
、
横
桟
取
付
穴
痕
及
び
堅
格
子
普
り
痕
が
有
る
。
下
屋
改
修
の

際
に
、
小
さ
な
与
力
窓
か
ら
大
き
な
出
格
子
窓
に
改
め
ら
れ
た
と
思
は
れ
る
。
床
上
端

よ
り
九
寸
、
内
法
五
尺
一
寸
三
分
。

証
三
十
九
　
銅
板
画
に
は
、
戸
袋
が
無
い
の
で
現
状
の
格
子
窓
と
は
異
な
る
と
思
は
れ
る
が
、
出

格
子
窓
に
は
措
か
れ
て
い
な
い
。

註
四
十
　
再
度
の
下
屋
改
修
時
に
、
再
び
窓
も
改
造
さ
れ
、
引
連
障
子
、
雨
戸
及
び
戸
袋
が
設
け

ら
れ
た
。

証
四
十
一
　
（
十
五
－
○
）
柱
西
面
に
、
棟
木
、
腕
木
、
貫
の
各
々
取
付
仕
口
痕
及
び
、
小
舞
穴

が
有
る
。
嘉
永
の
家
相
図
に
依
る
と
、
西
へ
七
尺
二
間
）
　
（
中
央
に
間
柱
有
り
）
　
延

び
　
（
西
端
に
は
さ
ら
に
二
尺
突
出
す
る
）
而
し
て
南
に
折
れ
、
七
尺
（
二
間
）
六
尺
（
二

間
）
　
計
二
十
六
尺
、
南
へ
延
び
る
。
更
に
、
西
へ
は
柵
と
思
わ
れ
る
も
の
が
続
く
。

註
四
十
二
　
家
相
図
に
は
、
土
塀
が
措
か
れ
て
い
る
が
、
南
西
隅
下
屋
柱
よ
り
西
へ
十
二
尺
程
行
っ

た
堀
の
前
で
止
ま
っ
て
い
る
。

註
四
十
三
　
銅
板
画
に
依
る
と
、
板
塀
が
南
西
隅
柱
よ
り
西
へ
延
び
、
堀
の
中
迄
続
い
て
い
る
。
現

在
で
も
堀
の
中
に
は
土
台
下
の
杭
が
残
っ
て
い
る
。



第9図　家相図（嘉永三年）

第10図　家相図（文久元年）
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二

、

古

　

　

文

　

　

書

印
、
嘉
永
三
年
の
家
相
図
（
附
指
定
）

回
、
文
久
元
年
の
家
相
図
（
附
指
定
）

遠
州
下
平
川
村
、
黒
田
氏
吉
相
之
家
図

以
曲
尺
八
分
換
一
間
而
造
家
図
走
方
位

坪
吉
凶
也文

久
元
辛
西
戎
暮
春
吉
展

貞
慮
　
突
戸
頼
母

撰
図

嘉
永
三
成
季
春
日

克
之
庵
主
人
改
正
馬



第11図　銅版画（明治20年頃）

第12図　銅版画（長屋門拡大）
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再
　
明
治
二
十
年
項
の
銅
版
画

銅
版
画
（
長
屋
門
拡
大
）



十　　十　　十　　十　　九　　八　　七　　六　　五　　四

第13図　　古番付

第14図　礎石墨書

第15図　礎石墨書
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三
、
発
　
見
　
墨
　
書

㈹
　
古
番
付

四

　

三

　

　

二

　

一

　

佃

何
　
礎
石
に
書
か
れ
た
墨
書

三

墨
書
は
古
番
付
が
、
礎
石
上
端

の
一
部
と
、
染
下
端
、
桁
仕
口
、

貫
は
柱
真
、
大
引
両
端
柱
際
に

（
第
十
三
図
）
　
に
示
す
よ
う
な
古

番
付
が
、
桁
行
、
染
行
の
文
点
番

で
あ
っ
た
事
を
明
ら
か
に
し
た
。

助
五
郎博

左
衛
門

柱
礎
石
四
六
個
の
う
ち
四
個
に
墨
書
発
見
、

博
左
衛
門
は
当
地
方
の
大
庄
屋
宮
城
博
左
衛

で
（
享
保
十
年
生
、
寛
政
十
年
没
）
宮
城
家

過
去
帳
に
依
る
と
、
当
墨
田
家
と
は
そ
の
項

姻
戚
関
係
で
あ
っ
た
。

俸
左
衛
門



再

第16図
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第17回　祈祷札（13枚）

長
屋
通
り
天
井
根
太
上
端
の
墨
書

t
L
ト
．
、
．
．
一
．
「
1

亨
■
■
寺
十
字
…
字
寺
■
∴

繁
雄
封
漁
塵

麓
産
礁
凌
薮
静

、
日
へ
、
モ
↓
．
j
′

大
山
御
師
　
武
柴
大
夫

四
十
九
枚

大
工
、
川
上
村
　
山
下
喜
八
郎

川
上
村
は
小
笠
町
内
に
あ
り
、
山
下
家
は
代
々
棟

梁
で
あ
る
。
喜
八
郎
に
つ
い
て
は
、
同
町
内
に
あ

る
元
文
四
年
建
立
の
善
勝
寺
棟
札
に
山
下
書
左
ヱ

門
同
書
八
の
名
が
あ
り
、
喜
八
と
喜
八
郎
が
同
一

人
物
な
ら
ば
建
設
年
代
の
傍
証
と
な
る
。

⇔
　
祈
　
祷
　
札

長
屋
通
り
正
面
通
路
部
上
部
楯
に
一
四
四
枚
打
付
け
て
あ
っ
た
。
年
代
は
文
化
元
年
～

安
政
四
年
迄
、
社
寺
別
に
分
類
す
る
と
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

金
峯
山
　
南
之
防

三
十
五
枚

享
二
■
二
言
■
㌢
∵
：
ヂ
∵
　
二
÷
■
÷
…
チ

1

　

　

　

■

　

∵

　

　

。

■

王
手
＃
鞍
菟
妾
麓
諾

小
笠
山
　
威
徳
院

高
野
山
五
之
室
　
蒲
勒
院

三
十
一
枚

郡
雛
緋
観
照
錠
際
豆
鰭

∴
。
∵
仁
」

結
き
㌻
∵
㌧
仁
十
㌦
護
も
ノ
・
尭
一
肌普

人
峯
　
貴
賓
院

（
文
政
元
年
）

高
野
山
五
之
室
　
中
祥
院

普
入
峯
　
西
宮
院

（
天
保
十
四
年
）
　
一
枚
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阿
聞
梨
　
賛
相
院
　
（
文
政
十
一
年
）
　
一
枚

大
越
家
　
賓
書
院

（
文
化
十
三
年
）
　
一
枚

∴
三
≡
澤
千
十

台

　

・

人

阿
聞
梨
　
智
教
院
　
（
安
政
四
年
）

大
越
家
　
贋
学
院

（
弘
化
元
年
）
　
　
一
枚

■
I
r
t
書
＿
．
．
≡
■
＝
＝
＝
．
．
■
　
　
　
．
．

二
二
寺
÷
十
二

要

茎

葉

　

　

　

翌

　

悪

妻

相

接

閣

蝋

苓

謎

権
大
僧
都
　
清
達
院
（
文
化
二
年
）

一
枚

大
越
家

貴
教
院

延
鷹
院

（
天
保
十
三
年
）
　
一
枚
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第
三
章
　
施

第
一
節
　
現
　
状
　
変
　
更

現
状
変
更
要
旨
（
昭
和
五
十
一
年
七
月
十
六
日
許
可
）

一
、
後
補
の
間
仕
切
等
を
撤
去
し
て
柱
を
旧
に
建
て
間
取
を
旧
規
に
復
し
た
。

‖
「
門
番
部
屋
」
の
間
仕
切
、
床
及
び
天
井
を
撤
去
し
て
土
間
に
復
し
、
棟
通
り
左
右
の

板
袖
壁
を
復
し
た
。

口
「
下
郎
部
屋
」
内
側
の
腰
板
張
を
撤
去
し
、
棟
通
り
左
右
に
真
壁
の
間
仕
切
を
設
け
南

北
二
室
に
分
け
た
。

日
「
前
倉
」
の
北
半
間
通
り
の
板
床
を
撤
去
し
て
土
間
に
復
し
た
。

二
、
内
外
の
柱
間
装
置
を
別
表
の
よ
う
に
復
旧
整
備
し
た
。

三
、
南
正
面
の
範
子
下
見
板
を
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
の
旧
位
置
に
復
し
、
東
西
両
側

面
も
同
形
式
に
整
備
し
。
ま
た
背
面
と
通
路
部
後
補
の
腰
板
を
撤
去
し
た
。

四
、
通
路
部
南
面
桁
下
に
楯
梁
を
復
し
た
。

現
状
変
更
説
明

黒
田
家
は
永
禄
年
間
こ
の
地
に
移
り
、
江
戸
時
代
に
は
旗
本
、
本
多
日
何
守
（
四
千
石
）

の
代
官
で
あ
っ
た
と
い
う
。
広
大
を
屋
敷
地
に
は
門
の
他
に
、
江
戸
末
期
建
設
の
主
屋
（
重

文
）
が
遺
存
し
て
い
る
。
長
屋
門
は
桁
行
二
〇
、
六
メ
ー
ト
ル
　
（
六
八
尺
）
　
に
及
び
質
も
良

い
。
建
設
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
十
八
世
紀
中
項
の
建
設
と

み
ら
れ
る
　
（
注
）

建
物
は
か
な
り
破
損
し
、
土
間
に
床
を
張
り
間
仕
切
を
撤
去
す
る
を
ど
の
改
変
を
受
け
て

い
る
が
、
今
回
の
修
理
工
事
に
よ
り
、
ほ
ぼ
旧
状
を
明
ら
か
に
し
え
た
の
で
可
及
的
に
当
初

の
姿
に
復
旧
整
備
し
た
。

（
注
）
　
通
路
部
天
井
根
太
墨
書

大
　
工
　
川
上
村
　
山
下
喜
八
郎

川
上
村
は
小
笠
町
内
に
あ
り
、
山
下
家
は
代
々
棟
梁
で
あ
る
。
喜
八
郎
に
つ
い
て
は
、
同
町

内
に
あ
る
元
文
四
年
建
立
の
善
勝
寺
棟
札
に
山
下
書
左
ヱ
門
、
同
書
八
の
名
が
あ
り
、
喜
八

と
喜
八
郎
が
同
一
人
物
な
ら
ば
建
設
年
代
の
傍
証
と
な
る
。

二
後
補
の
間
仕
切
床
等
を
撤
去
し
て
柱
を
旧
位
置
に
建
て
間
取
を
旧
規
に
復
し
た
。

H
「
門
番
部
屋
」
の
間
仕
切
、
床
及
び
天
井
を
撤
去
し
て
土
間
に
復
し
、
棟
通
り
左
右
の

板
袖
壁
を
復
し
た
。

「
門
番
部
屋
」
の
間
仕
切
は
半
柱
を
壁
貫
に
針
止
す
る
を
ど
姑
息
的
な
仕
事
に
よ
っ
て

お
り
、
床
は
柱
の
不
同
沈
下
後
に
張
ら
れ
、
天
井
材
と
共
に
転
用
が
多
い
、
よ
っ
て
こ

れ
ら
を
撤
去
し
た
。
棟
通
り
柱
の
対
応
面
に
は
楯
仕
口
と
胴
緑
穴
が
あ
る
。
ま
た
床
材

に
転
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
通
り
の
旧
楯
材
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
に
方
立
柱
跡
が
二
カ
所

あ
る
。
上
れ
ら
に
よ
っ
て
棟
通
り
左
右
に
板
袖
壁
の
間
仕
切
を
復
し
た
。
（
注
）

（
注
）
　
楯
の
高
さ
か
ら
み
て
も
「
門
番
部
屋
」
は
土
間
で
あ
る
。

口
「
下
郎
部
屋
」
内
側
の
腰
板
張
を
撤
去
し
、
棟
通
り
左
右
に
真
壁
の
間
仕
切
を
設
け
南

北
二
室
に
分
け
た
。

「
下
郎
部
屋
」
の
内
側
の
腰
板
は
材
が
新
し
く
、
板
裏
の
壁
が
板
の
せ
い
上
部
と
同
じ

中
塗
仕
上
に
な
っ
て
お
り
、
後
補
と
み
ら
れ
る
の
で
撤
去
し
た
。
棟
通
り
柱
の
向
合
せ

面
に
は
貫
小
舞
穴
が
あ
り
、
棟
通
り
梁
の
下
端
に
は
柱
の
庄
痕
が
二
カ
所
と
、
こ
の
庄

痕
か
ら
梁
の
端
部
に
か
け
て
木
舞
穴
と
土
壁
跡
が
あ
り
、
ま
た
柱
の
庄
痕
の
直
下
の
根

太
に
柱
柄
の
切
断
片
も
残
る
。
以
上
に
よ
り
棟
通
り
左
右
に
真
壁
間
仕
切
を
設
け
南
北
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二
室
に
復
し
た
。

日
「
前
倉
」
の
北
半
間
通
り
の
板
床
を
撤
去
し
て
土
間
に
復
し
た
。

「
前
倉
」
は
現
在
全
面
に
板
床
が
張
ら
れ
て
い
る
。
北
よ
り
半
間
の
南
の
東
西
通
り
に

糎
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
梶
は
上
面
が
け
ず
ら
れ
、
南
側
に
板
受
決
り
、
目
板
堀
り

と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
あ
り
、
北
側
に
は
何
も
な
い
、
旧
は
北
半
間
通
り
が
土
間
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
旧
状
に
復
し
た
　
（
注
）

（
注
）
「
前
倉
」
の
当
初
入
口
は
内
法
が
現
在
よ
り
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
低
く
、
全

面
板
床
に
し
た
際
高
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
（
要
旨
二
別
表
4
参
照
）

囲
「
男
部
屋
」
内
側
の
壁
板
を
撤
去
し
、
西
面
に
柱
三
本
を
復
し
、
棟
通
り
左
右
に
真
壁

の
間
仕
切
を
設
け
、
南
北
二
室
に
分
け
た
。

「
男
部
屋
」
は
破
損
が
は
を
は
だ
し
く
、
西
面
は
南
、
北
両
端
柱
以
外
旧
材
が
な
い
。

こ
の
部
分
の
柱
の
建
ち
方
を
直
接
示
す
資
料
は
な
い
が
、
こ
の
建
物
は
東
側
面
、
通
路

部
及
び
部
屋
境
と
も
梁
行
四
等
分
に
柱
を
建
て
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
を
ら
っ
て
柱
三

本
を
建
て
、
両
端
柱
対
応
面
の
大
壁
痕
跡
に
よ
り
各
間
大
壁
に
復
旧
整
備
し
た
。
ま
た

内
側
の
板
壁
は
「
下
郎
部
屋
」
同
様
後
補
で
あ
り
撤
去
し
た
。

東
西
棟
通
り
の
柱
西
面
に
は
棟
通
り
梁
の
仕
口
と
貫
、
木
舞
穴
が
あ
り
、
部
屋
中
央

の
梁
行
梁
下
端
に
も
棟
通
り
梁
と
の
仕
口
が
残
る
。
棟
通
り
西
端
の
柱
は
共
を
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
痕
跡
と
「
下
郎
部
屋
」
南
北
室
境
に
は
な
お
、
「
男
部
屋
」
の
北
面

か
ら
西
面
に
か
け
て
曲
折
り
の
庇
が
あ
る
が
　
（
但
し
修
理
前
大
破
し
て
始
ん
ど
形
骸
を

な
し
て
い
な
か
っ
た
）
　
こ
れ
を
撤
去
し
た
。

二
、
内
外
の
柱
間
装
置
を
別
表
の
よ
う
に
復
旧
整
備
し
た
。

三
、
南
正
面
の
範
子
下
見
腰
板
を
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
の
旧
位
置
に
復
し
、
東
西
両

側
面
も
同
形
式
に
整
備
し
た
。
ま
た
背
面
と
通
路
部
後
補
の
腰
板
を
撤
去
し
た
。

南
正
面
の
現
範
子
下
見
板
は
材
質
新
し
く
洋
釘
止
で
、
後
補
が
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在

の
下
見
板
上
胴
緑
よ
り
約
三
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
っ
て
当
初
と
み
ら
れ
る
胴
緑
取
付

穴
と
釘
跡
、
桂
根
に
地
覆
取
付
痕
が
あ
る
の
で
、
腰
板
張
の
高
さ
を
旧
規
に
復
し
、
細
部

は
門
外
通
路
部
の
当
初
膜
板
張
に
徹
う
。

ま
た
、
背
面
と
門
内
通
路
部
腰
板
は
土
壁
剥
落
防
止
の
た
め
後
世
に
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
撤
去
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
．

四
、
通
路
部
南
面
桁
下
に
楯
梁
を
復
し
た
。

通
路
部
南
面
東
西
の
柱
対
応
面
に
は
桁
下
端
よ
り
約
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
に
成
約

四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
楯
取
付
仕
口
が
あ
り
、
背
面
と
同
じ
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

る
の
で
、
楯
梁
を
復
し
た
。
（
注
）

（
注
）
西
側
に
は
楯
梁
の
柄
（
鼻
栓
と
も
）
が
残
さ
れ
て
い
た
。

五
、
黒
田
家
住
宅
長
屋
門
　
要
旨
二
別
表
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第18図　修理前平面図

第19図　竣工　平面図
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第20図　架構図
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第21図　礎石据付完了
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第
二
節
　
工
事
実
施
仕
様

破
損
等
の
生
じ
を
い
よ
う
養
生
を
施
し
て
格
納
し
た
。

一
、
仮
　
設
　
工
　
事

工
作
、
保
存
小
屋
、
桁
行
一
四
、
五
四
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
五
、
四
五
メ
ー
ト
ル
、
軒
高
三
、

六
メ
ー
ト
ル
、
平
面
積
一
五
六
、
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
切
妻
造
、
屋
根
亜
鉛
鍍
鉄
板
葺
、
周

囲
波
形
鉄
板
張
り
、
出
入
口
二
ヶ
所
靡
付
、
建
地
杉
丸
太
据
立
、
合
掌
、
布
、
筋
達
共
一
〇

井
鉄
線
が
ら
み
。

職
工
休
憩
所
、
桁
行
三
、
六
四
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
二
、
七
三
メ
ー
ト
ル
、
既
設
の
建
物
を

改
修
し
て
使
用
し
た
。

工
事
事
務
所
、
木
造
平
家
建
て
、
桁
行
七
、
二
八
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
四
、
五
五
メ
ー
ト
ル
、

平
面
積
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
屋
根
、
外
壁
亜
鉛
引
波
形
鉄
板
、
内
壁
、
天
井
合
板
張
り
、

窓
、
出
入
ロ
ガ
ラ
ス
戸
建
、
内
部
に
事
務
室
、
′
暗
室
、
休
護
室
、
湯
沸
場
、
便
所
を
設
け
、

水
道
を
設
置
し
た
。

境
界
柵
、
高
さ
一
、
五
メ
ー
ト
ル
、
延
長
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
柱
掘
建
、
胴
緑
四
段
、
堅
格

子
板
張
、
出
入
口
靡
二
ヶ
所
設
置
。

防
火
設
備
、
防
火
用
水
用
と
し
て
ド
ラ
ム
缶
ニ
ケ
、
消
火
器
三
ケ
、
バ
ケ
ツ
等
を
設
置
し

て
防
火
対
策
を
施
し
た
。

三
、
基
　
礎
　
工
　
事

旧
基
礎
の
柱
礎
石
は
使
用
出
来
得
る
も
の
は
総
て
再
用
し
た
。
柱
礎
は
最
高
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
前
後
の
沈
下
が
み
ら
れ
た
が
、
各
面
に
わ
た
っ
て
不
同
沈
下
が
あ
っ
た
が
、
比
較
的

沈
下
の
少
な
い
東
北
隅
柱
の
礎
石
を
基
準
に
し
て
据
直
し
た
。

二
、
＼
解
　
体
　
工
　
事

イ

準

　

備
解
体
前
す
べ
て
の
部
材
に
番
号
札
を
付
し
、
必
要
な
諸
調
査
、
実
測
、
写
真
撮
影
を

行
っ
た
。

ロ
解
　
体

建
物
解
体
中
は
痕
跡
、
各
部
の
仕
様
等
必
要
な
諸
記
録
を
と
り
、
解
体
部
材
は
す
べ

て
釘
仕
舞
を
し
つ
つ
再
用
、
繕
い
、
取
替
え
予
定
等
に
区
分
し
、
同
種
材
毎
に
汚
損
、
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一
、
基
礎
の
工
法

二
、
地
業
寸
法

業料
割
棄
石
　
径
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
硬
質
河
原
石

セ
メ
ン
ト
ボ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
日
本
標
準
規
格
品

砂

口
調
　
合

荒
目
勝
、
土
気
の
な
い
川
砂

コ

ン

ク

リ

ー

ト

一

‥

三

‥

六

モ
ル
タ
ル
一
‥
二

質
均
一
に
な
る
ま
で
練
返
す

ハ
エ
　
法

制
乗
石
は
小
端
立
て
に
敷
並
べ
目
凍
砂
利
を
入
れ
、
一
重
毎
に
大
嶋
で
突
き
固
め

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
仮
枠
の
隅
々
ま
で
行
き
わ
た
り
、
空
隙
の
生
じ
な
い
よ
う
充

分
に
打
込
ん
だ
。

モ
ル
タ
ル
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
生
乾
き
の
上
に
塗
り

こ
養
　
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
、
モ
ル
タ
ル
塗
立
後
、
蓮
、
そ
の
他
で
養
生
を
施
し
た
。

四
、
石
据
え

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
完
了
後
捨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
し
礎
石
を
原
位
置
に
正
確
に

据
付
け
た
。



凡　例

足

第22図　新補根継等表示図

第23図　仝　上
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桁

五
、
床
下
叩
き

床
下
は
、
粘
土
、
砂
、
石
灰
を
よ
く
ま
ぜ
合
せ
、
塩
水
を
入
れ
固
練
し
た
も
の
を
、

厚
さ
約
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
敷
き
、
よ
く
掬
き
固
め
た
。

六
、
軒
下
、
通
路
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
叩
き

乗
石
地
業
の
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
、
生
乾
き
の
内
に
モ
ル
タ
ル
　
（
石
灰
少

量
入
）
を
塗
り
つ
け
、
乾
換
し
な
い
う
ち
に
川
砂
を
撒
き
、
梨
地
仕
上
げ
と
し
た
。

七
、
排
水
工
事

背
面
及
西
側
は
U
字
溝
（
径
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
埋
設
し
た
。
正
面
側
に

は
雨
落
下
に
（
エ
ス
ロ
シ
パ
イ
プ
）
　
径
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
埋
設
排
水
し
た
。

四

、

木

　

　

工

　

　

事

一
、
再
用
材

当
初
材
は
将
来
の
保
存
に
支
障
の
な
い
限
り
、
つ
と
め
て
再
用
し
た
。

二
、
繕
　
い

不
用
の
穴
、
及
び
仕
口
、
腐
朽
部
等
は
埋
木
、
矧
木
等
に
よ
り
繕
い
、
接
着
剤
は

ボ
ン
ド
、
を
使
用
し
た
。

三
、
取
替
材

腐
朽
破
規
の
甚
だ
し
い
も
の
或
は
現
状
変
更
等
の
事
由
に
よ
り
取
替
又
は
新
補
し

た
材
は
原
則
と
し
て
旧
形
、
旧
工
法
を
踏
襲
し
た
。
な
お
使
用
し
た
取
替
材
は
存

釆
品
種
と
同
等
と
し
た
。
な
お
新
補
、
継
足
、
再
用
の
軸
部
材
に
つ
い
て
は
左
表

の
通
り
で
あ
る
。

柱
柱
柱

例
初
継
替

凡
　
当
根
取

口
d
■
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込 栓 止 ヽ 方 は 割 楔 劔��"�屬�%ｲ����ﾄ��止 ��"�屬�%ｲ�������留 凾� 不 明 ��"�屬�%ｲ����ｫｲ�

飽 ��飽 囘��折 ��折 侈ﾂ�軒 又 は 大 安 仍��盾�飽 囘�+y�b�夊�b�,｢�.��飽 儷ﾂ�l｢����ﾔ��

下 ��侏ｲ�,X�2�ﾝ饅���hﾕ���8,��%ｸ.b�[�.��ﾛy�b�d�"�襭��2��｢�:��燃�上 �:��燃�ﾋｲ��2�¥��ﾕ��,��鹸�.���2�%ｲ�,��_ｲ�zr�[��ﾈ｢�ﾝﾒ�x��,ﾂ�ﾔ��d��,｢�.��取内 �:�����2�:���2�横下上 �:���2�:���2�:���2�下 ���ﾈR�敷 冤ｨ抦ｭ��上 偃b�

撃 剪[ 板 剳t面 寄： 剿ﾊ端端 ●　●　● ●　●　● 剏� ��hﾗ2�ⅸ�b�居 ヽ �,兀��b��ﾉ�2�撃 

痕 剄a 同 上 同 右 刹a舟 凵怐@●　● 大束床 剞` ��H�2�鴨 剞X 束 柄 差 穴 現 状 変 更 に よ り 撤 去 同 上 ���Vﾂ�+��ｷ��-��神�WB��"��"��"�

清 岡 上 岡 右 劔柄敷 穴居 同 ． 上 同 上 刮g柄・板 柄穴決 穴り 同 上 同 上 剳ｿ 穴 同 上 同 上 �,ｩ%ｲ�.���,ﾙ|���8ｭB�%ｸ屬�,�%ｲ������L(�b�mｨ�R�L)���ﾈr�:���2�:���2�居 ヽ 襟 輪 欠 現 状 変 更 に よ り 撤 去 同 上 俘�ｸ�b��ﾈ��/�|��ｭH�ﾛr�6�*ﾘ襭�WI�Hﾏｲ�ｧﾉ,ｨﾈ｢�*�ﾘ�b���ｩ(ﾂ�WH,ﾒ�､�����ﾚ｢�ﾇ��,ﾒ��"�+R�ｾ��}b�iB�,ﾒ���鬚�m｢�&��:���2�
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桁 亂R�m��冠 木 亳yOR�壺�葉菜 の ��ﾈ�X��|�����葉菜 の ��處��8ﾂ�（膜 東棟 ���&��8ﾂ�（裾 前 ��偸ﾂ�屬�裏桐 屋 通 り 潜 り ヽJ 凛��ﾂ�壺�,｢�.���b�.���������ﾂ�名 称 

通 亊B�の 亊B�の �,ﾈｧﾒ�の ��郎 

脇 �.��西 亊B�北 亊B�間木 亊IZ"�ヽ　　J 兀B�

楯 冦ｲ�ﾌｲ��2��(�ﾈ�ﾂ�側 梁 上 ヽ－■■′ ��ﾂ�ﾅ��側 梁 上 、■一′ 冉ｲ�ﾅ��ヽ　　J 僭r�鍈�儺ﾂ�

当 �9b�当 �9b�当 �9b�当 �9b�当 �9b�⑧ �9b�④ ��時 代 別 俤ﾒ�x��,ﾂ�ﾔ��d��

松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�椎 �,R�松 傴ﾂ�松 ��材 種 

連腰 鎌掛 両 目 �� �� �� �� �� �� ��継 手 

渡 膿 兌��柄 差 �ﾂ�柄 差 兌��柄 差 兌��箱 �ﾂ�箱 冦｢�蔭 ��仕 口 

差 剞l 剄ｷ 剄ｷ 冦｢�人 冦｢�連 ��ﾂ�

模 剳ｿ 剳@ 剄� 刋��蟻 刋��付 兌��

止 剄ｷ 剞� 止 剞� 儻B�[��ﾛr�柄 儻B��R��ﾂ��"���������爾�_ｲ�,ﾒ��R��ﾂ�柄 差 ヽ 鼻 栓 止 ����"�爾�_ｲ��R��ﾂ�

折 囘��飽 囘��飽 囘��飽 ��R�ﾍｲ�x��飽 囘��飽 囘��飽 ��表 面 加 工 

下上 ��8屬�内 �>��貫 穴 同 上 同 上 �ｨ�2�貫 ��2�上 ��2�内 �>��現 状 変 更 に よ り 撤 去 同 上 �?ﾈﾋｲ�ﾙ��2���¥���依��岔�b�_�ｹ���,����_ｹ,R�zxﾝ��[���ﾈｩWB��R�:���2�取 A 

琴嘩 ●　● �ﾈ敖��ﾈ���ﾂ�横 雫 付 ���[ﾒ�WB��ﾈ敖��ﾈ���ﾂ�穴 ヽ 佇"�端 錆 付 �ﾂ�申 ��ﾂ�

痙上 ����｢�辨�ｩ���梁 �8ﾂ�亂ﾒ�● 舟 ��ﾂ�WB�

柄屋 兌��劔[��取 兌��ヽ 俟��:���2�:���2�鴨 俯��僞I 

穴梁 ’取 小付 舞渡 天聴 同 上 同 上 �5i��:���2�:���2�鴨 居 止 取 付 柄 穴 同 上 同 上 乘ｲ�ｸ��鈔�神�WB�ｯ��ｶ��[��ﾈ｢�:���2�:���2��5i��:���2�:���2�付 柄 穴 同 上 同 上 佇｢�:���2�:���2�下 端 板 清 岡 上 同 上 刹� 止 取 付 寄 蟻 柄 穴 現 状 変 更 に 依 り 撤 去 同 上 从��神�WB�ｯ��ｶ��[��ﾈ｢�:���2�:���2�凾ｹ 及 び 取 付 実 施 の 工 法 当 覆 Ji i n 計 の 工 法 
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（上下 ����8屬�′、地下 俘)Lﾘ屬���ﾊ��言寄言 �8��m��叉 首 ��������（楯 ��2�敷 梁 ��2�下 

霊胴長 �;Y;xﾜR�長　　兄 劔�+r�長 ������丑 屋　　板 冤ｨ����L"�屋　　板 劍壺�屋 處��處��梁 

東緑張 �,ｮ8y*2�通夜張 ��倡�*2�通　子張 劔,｢�通梁 
妻 �.��り 俐��り 劍��り 
ヽ■＿′′ ��(����｢�ヽ－．一′ ��������｢�ヽ■＿■′ 劍�2��｢�ヽ　　J 

⑧ �9b�当 �r�当 �9b�当 �9b�当 �9b�当 �9b�当 

杉 ����椎 ����椎 ����松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�松 

金 輪 ���〝 ���〝 �4"�膤�ﾇ��鈔�〝 ���〟 ���〝 刋�ﾙ��ｩ乂ﾂ�{ﾂ�m｢� 

蟻 柄 兌��ﾛr�両 妻 端 は 追 叉 首 と 丸 込 栓 �ｩ+r�_ｹ[��,ﾘﾛr�ﾅ����[�,r�ﾛxﾛ2����8��m��,b�ｭｲ�ﾙ��ﾈ"�柄 差 冦｢�&��WB�[��ﾔb��2�T�����渡 膿 兌��ﾛr�ﾙ�����鈔�渡 膿 兌��ﾛr�蜥�鈔�iB�,ﾒ�ﾙ�����鈔�

飽 囘��飽 囘��錮 亊ｲ���� ��ﾒ�折 �｢�Nr�Hﾒ�瓜 皮 剥 �｢�Nr�Hﾒ�瓜 皮 剥 

下■ �｢�上 凛��裏 �:���2�:���2�上 �:���2�:���2�上 �ｨ�2�下上 �ｨ�2�上 

撃 傀��嘩 冤｢�,��屬�面 に 下 刹ﾕ 刮ﾜ �ﾈ敖�嘩嘩 �ﾈ敖�嘩 
● 〟r 彫 ��ﾂ�*B�● ● 人膚ト 彫 劔壷 剿ﾏ ��ﾈ���ﾂ��ｨ��●　● 干上 ��ﾈ���ﾂ�ox�2�姦 

子 倡��子 侈��見 剪� 剽ｧ 兌���丑　丑 處�壺�梁 

取 偃b�取 儉"�板 剪| 剳ｿ 佇ｨﾅ��梁梁 �(ﾉ|��と 

付 儻B�付 偃b�付 刳| 剏� 同 上 同 上 冓I[��と　と �,h��,b�の 

蟻 兌��柄 ���WB�羽 剄� 劍,ﾘ��ﾈ｢�の　の �,ﾈ��,ﾂ�渡 

柄 佇｢�穴 ���刻 凾ﾝ 同 上 同 上 劍�2�渡波 �6颶r�膿 同 上 同 上 

穴 現 �(ﾂ�,��4"�鈔�ﾜ依ｲ�柱 に 釘 止 妻現 俘��-ﾒ�ﾋｲ�み に現 劔處��披�,b�,ﾂ�6��E��:���2�:���2�膿膿 同 上 同 上 僞颱��:���2�:���2�

状 �,����2�に　状 ��2�こ　　状 

変 �+���¥��こ　変 兔��の　　変 

更 �,ﾈ��ﾕ��の　更 俔��在　　更 

に 俤ﾘ��,��在　に �,��乗　　に 

よ 儉���.b�釆　よ �.b�の　　　よ 

り �,ﾈ��.��の　り �.��工　　り 

撤 儘����b�工　’ �5��法　　南 

去 同 上 囘�>ﾂ�,Yl｢��ﾘ�b�*�8ﾂ�.��ﾂ�{ﾂ�:���2�法南 で面 設’ け東 る西 両 同 上 从��:���2�で面 設’ け東 る西 南 妻 同 ‾上 
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大東 �5�8��小棟 �5�8��R����風棟 ��8��千棟 木 ��u��額与 ����X屬�（水下 ���ｨ屬�（下下 

の 倡��神�棟 剳ﾔ 僞b�處ﾒ�力 凅ｹ�緯R�羞切最 �ｸﾊ�R�羞見是 

曳間 儻B����蘆�木 凾ｵ ���伜i�ｲ�縁窓 �8ﾈ.�*2�ﾜ���$｢�通り張 り ヽJ �8ﾉL)*8�B�ﾜ���$｢�通板張 ヽJ 

⑥ �R�⑥ �R�⑥ �R�⑥ �9b�当 �r�当 �r�当 

松 傴ﾂ�松 儺��松 ����杉 傴ﾂ�鱒 ����杉 ����杉 

突千 付本 下 で �� ��突 付 �� ��

風 返 し 小 棟 に 突 付 釘 止 兀r�]B�+R�,��<ｲ�WB�4"�鈔�留 侈��>ﾂ�ﾅ"�hr�Eｲ�鍈�&ﾒ����/r� ��｢�ﾈr�ｭｲ�ﾙ�����額 縁 に 大 人 ��｢�ﾈr� �� ��

鋸 引 囘��飽 囘��飽 囘��飽 �=ﾒ�飽 囘��飽 囘��飽 

下 ��下 兀r�棟 ��r�下 ��大 ��2�上 儉ﾒ�範 

嘩 妄 剏� 轟 兢B�押 冏ｲ�端 ふ 剳ﾇ �;r�胴 倡��子 
し 僞b�木 劍,ﾂ�縁 ���に �,��

に ���下 劍ﾉ��に �,��釘 �4"�

柄 剋q �4"�に �%ｲ�押 剴ｷ �4"�釘 倡��止 

穴 剩q み 峯 形 欠 き 倡��釘 止 �,��4"�鈔�之 緑 取 付 欠 き 刮� 横 面 に 釘 止 倡��止 

現 状 変 更 �:���2�:���2�同 上 同 上 �:���2�:���2�・同 上 同 上 �:���2�:���2�同 上 （ �:���2�:���2�同 上 同 上 侏ｲ��2�¥��ﾕ��こ現 の状 在変 釆更 侏ｲ��2�¥��ﾕ��こ現 の状 在変 釆更 

に 劔剞� 劍,��の　　に �,��の　　に 

よ 劔凾� 劍.b�工　　よ �.b�工　　よ 

り 劔剌� 劍.��法　　り �.��法　　り 

撤 劔剄ﾞ 劔5��で　南 �5��で　　南 

去 在 来 の 工 法 通 り 劔凵RJ 同 上‾ 劍ｸ��:���2�設面 け東 る西 両 妻 に 同 上 从��:���2�設面 け東 る西 両 妻 に 同 上 
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胴東 俛�8ﾂ�横棒東 丿丿�8ﾂ�敷障東 僵ﾈｭI8ﾂ�廻東 �5i8ﾂ�天東 兔y8ﾂ�床東 儉)8ﾂ�束東 

の 兔x,ﾂ�子　の 倡�,ﾂ�鴨　　の 俶H,ﾂ�り　の 儼h,ﾂ�井の 儉(,ﾂ�板の ���,ﾂ�の 

縁間 儉(ｭB�桟窓間 倡��ｸｭB�居子間 �(ﾉ����､｢�縁間 ��隴B�板間 亊B�間 亊B�間 

⑥ �R�⑥ �R�⑥ �R�⑥ �R�⑥ �R�⑥ �R�⑥ 

松 儺��松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�松 儺��松 傴ﾂ�松 儺��松 

】 鳴�l 鳴�l 鳴�l ���t 唯�l 鳴�l 

突 付 �<ｲ�WB�l 鳴�柄 差 鳴�l �(ﾂ�,���R��ﾂ�突 付 �<ｲ�WB�突 付 鳴�柄 差 

飽 �=ﾒ�飽 囘��飽 囘��飽 囘��飽 囘��飽 囘��盾�l 

半 �;r�格 儻��上 亊���5b�柱 鳴�天 亊��根 ��R�下上 

柱 處��子 乘ｲ�端 �,���撮�に 刪� �,��太 �r�嘩嘩 
′， ー �,��ヽ ��／■‾■■■－＼ �����������8ﾒ�ヽ � ��に �,��●　● 右夫 

釘 �4"�半 ���下 倡���|��止 剔ｾ 倡��釘 �4"�

止 倡��柱 冤｢�端 ��"�凾ﾉ 剋~ 倡��曳 

に 釘 止 �,��4"�鈔�ヽ＿＿．′′ ● ● ● 哀 溝 俑｢����,��4"�鈔��"��ﾂ�gｲ�,ﾒ�剴B 止 劔据に 柄 差 

現 侏ｲ�現 侏ｲ�現 侏ｲ�現 侏ｲ�現 侏ｲ�現 侏ｲ��2�¥��ﾕ��,��.b�.��5��ｸ��ﾝﾒ�現 

状 ��2�状 ��2�状 ��2�状 ��2�状 ��2�状 剌� 

変 兔��変 兔��変 兔��変 兔��変 兔��変 剳ﾏ 

更 俔��更 俔��更 俔��更 俔��更 俔��更 剄X 

に �,��に �,��に �,��に �,��に �,��に 凾ﾉ 

よ �.b�よ �.b�よ �.b�よ �.b�よ �.b�よ 凾� 

り �.��り �.��り �.��り �.��り �.��り 凾� 

撤 �5��撤 �5��撤 �5��撤 �5��撤 �5��撤 剴P 

去 在 从��ﾝﾒ�去 在 从��ﾝﾒ�去 在 从���｢�ﾝﾒ�去 在 从��ﾝﾒ�去 在 从��ﾝﾒ�去 在 刹� 在 

釆 儉��釆 儉��釆 儉��釆 儉��釆 儉��釆 儉��釆 

の �,ﾂ�の �,ﾂ�の �,ﾂ�の �,ﾂ�の �,ﾂ�の �,ﾂ�の 

工 儘��工 儘��工 儘��工 儘��工 儘��工 儘��工 

法 囘��法 囘��法 囘��法 囘��法 囘��法 囘��法 

通 �,｢�通 �,｢�通 �,｢�通 �,｢�通 �,｢�通 �,｢�通 

り �.��り �.��り �.��り �.��り �.��り �.��り 
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付長 鴨慧 儻I+r�W霹B�（胴東 芸　の ��俛�8ﾂ�ﾆH�X�,ﾂ�地東 �*ﾉ;y8ﾂ�袖東 兩ｹ8ﾂ�楯間東 ��Y8ﾂ�格東東 儻�8ﾉ8ﾂ�

の �,ﾂ�壁の �,ﾂ�仕　の �����,ﾂ�撃の 子窓間 乘ｸｦ�,ﾂ�

居　り 从���.��、ノ緑　間 ��ｩL(ｭB�夜間 ��B�板間 凛xｭB�切　開 �.���ｭB�从��ｭB��ｲ�

当 �9b�当 �9b�】 鳴�l ��ﾂ�当 �R�⑥ �R�

松 �,R�松 傴ﾂ�l ���l 鳴�松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�

】 ��b�l 鳴�l 亦�I 鳴�】 鳴�l 鳴�

l ���連 返 し �<ｸ�R�WB�l l ���I ����大 人 鳴�柄 差 ��R��ﾂ�

飽 囘��飽 囘����^b�l 鳴�】 鳴�飽 囘��飽 仞"�

付 ��8���l 亊�����ｧﾒ�巨 鳴�l 鳴�取　　内 儉ﾒ�暮 丿����2�

鴨 居 止 �ﾉ�ﾂ��ﾈ�ﾂ��X���;ym��|陋｢�,�%ｲ�劔付横 蟻面 柄’ 倡���2�m��冦�)r�WH�ﾈ-b�

取 偬����4(�����b�劔天　　下 佰ｲ�兌���屬�

付 柄 穴 �58ｸ���ｸ神�8ﾉWB��[��8ｸﾈ｢�4"�鈔�倡�&��Z"��2�%ｲ�,ﾂ�L"�ﾖ��?ﾂ�.｢��"�劔嘩 主 立 �,��4"�鈔�佇ｨﾈ"��ﾂ��ﾂ�爾�gｲ�ﾖ��

同 上 同 上 �:���2�:���2�同 上 同 上 �:��（　現 俾9���松現 册ﾘ�9���に　を　天 侏ｲ�現 侏ｲ�
椎状 剄ﾞ状 剿ﾟ　’井 ��2�状 ��2�

材変 剿O変 凾ｷ　現根 兔��変 兔��
’更 剋d更 剌�ｾ 俔��更 俔��

鈎に 俶H,��上　に 剳ﾏ　に �,��に �,��

仕　よ ��8.b�’よ ��ﾂ��(�2�更転 �.b�よ �.b�
上　り �(ﾈ.��実　り 凾ﾉ　用 �.��り �.��

上 �(ﾈ���方加 儻H����.h��+2�撤 �5��撤 

同 兩ｹ�ﾂ�zr�,��[��ﾛr��$｢�ﾝﾒ�立入 に 大 人 梗 止 ） 在 �;y?ﾂ�|��,��4"�鈔�ﾝﾒ�雛人 在 �.�.｢��h,B�9h*"��+ﾒ�肩.��'X,ﾂ��俤ﾒ�去 在 从��ﾝﾒ�去 在 
釆 儉��釆 儉��天　　来 儉��釆 儉��

の �,ﾈ���の �,ﾂ�井　　の �,ﾂ�の �,ﾂ�

上 儘��工 儘��工 俑ｨ����ﾔ��工 儘��工 

法 囘��法 囘��太　　法 囘��法 囘��

通 �,｢�通 �,｢�、J　通 �,｢�通 �,｢�

り �.��り �.��り �.��り �.��
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踏地下 �:Y��｢�上下 兔y;x屬�壁下 傴�屬�根下 兔x岔+r�（胴長 �����蝿��+r�天長 �5h��+r�
込　　郎 俛�������り笠 儉(��ｧﾒ�郎 刔��郎 俛�ｹ~ﾂ�西　　屋 估�mｨ･r�井屋 �H��ﾆB�
土　　部 �7�����YB�剳� 兀B�部 剽梶@　通 剄ｪ通 

間覆屋 冢(����壺�梅屋 儖ﾉ�壺�板屋 儉(壺�太屋 儉(夊.����ｺｴ｢�下縁り ヽ－＿′′ �ｩL(.���$｢�太り 儉(��.��

④ �2�④ �2�④ �9b�当 �2�当 �9b�当 �9b�

松 傴ﾂ�椎 傴ﾂ�松 儺��松 儺��松 儺��松 儺��

l 鳴�l 唯�l 鳴�l 唯�ﾂ�‡ 鳴�l 唯�

蟻 柄 �&��2�ｻﾈﾇﾂ�ｶ�壺�[��b�ﾈｨ屬�敖�燃����l 鳴�突 付 �<ｶﾂ�WB�t 鳴�l ��｢�ﾈ��l �����｢�fｹ>ﾉ,｢��I�H/���x�xｺｲ�嶌��,b��+R�mｩWH,B�L"�WB�

飽 囘��飽 囘��飽 囘��太鋸 鼓 落引 囘��飽 囘��飽 囘��

上 ���上下 �(ﾂ�胴 俑｢�大 亊��柱 ����ﾈ����梁 �����ｩ5b�

甲 虫 俟"�(��琴嘩 ●● 鹿由 �,��縁 ����曳 �,��横 �.ｨ��屬�横 �,ｨ��撮�
釘 �,��に ��"�釘 冤｢�’端 冤｢�よ　根 

止 �4"�釘 亊��止 �,��胴　’ �,��り　太 

目 冦｢�板　目 剋~ 倡��に 剏ｭ 處���&��遭 �>ﾈ��,��

板 儉"�決板 剪�釘 剳ﾔ �,���Z"�返 ��H��4"�

溝 俟��り溝 束 柄 穴 剪�止 l 凾ｵ �4(�2�鉅ｽR�(ﾂ����l｢�,ﾂ�L"�ﾖ��し �,ﾘ鈔�|�����l｢�,ﾂ�L"�ﾖ��?ﾂ�.｢�

同 上 同 上 �:���2�:���2�同 上 同 上 侏ｲ��2�¥��ﾕ��,��.b�.��5��ｸ��:���2�ﾂ�現 状 変 更 に よ り 撤 去 同 上 一 l l �:���2�:���2�同 上 同 上 侏ｲ��2�¥��ﾕ��,��.b�.��5��ｸ��:���2�同 上 同 上 �:���2�:���2�同 上 同 上 �:���2�:���2�
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付前 儻I���壁前 板歳 傴����L)���板前 太蔵 ��8�������差雨西 乘ｸ畑���ﾂ�■敷雨　西 儻H屬�付下 ��｢�

鴨 儻��劍.��鴨　　下 �｢�下 乘ｹ~ﾂ�ｸ���敷霊 居屋 冦ｩ~ﾂ�L(壺�

居蔵 从���劔������ﾜﾒ�居戸屋 从���ﾌｸ壺�居　戸屋 

⑧ 鳴�当 �y9b�YB�　⑧当 部 �9b�④ �2�④ �9b�て欠 不失 明し �,Hﾈr�W8��k�+R�

松 鳴�桧 傴ﾂ�松 �,R�松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�1 鳴�

l 鳴�l ��l 鳴�l ���l 唯�l 鳴�

1 ���突 付 �<ｲ�WB�l 兌��ﾛr�目 連 柄 差 儿R�ｸ��,��.b�.��W2�k��腐 朽 に よ り 不 明 鳴�1 鳴�

飽 ���飽 囘��B当 鋸太鋸 鼓 引落引 ��ﾂ�飽 囘��飽 囘��1 ���

横 鳴�貫 俑｢�大　上 ��岑���2�下 �｢�上 ���l 鳴�

雫 凾ﾉ 釘 �����2�曳端 貫に 冤ｩ%ｸﾋｹ%ｲ��h�h�8�b�撃 傀��準 俯B�

舟 剋~ �.��　ヽ■ に　目 ��ﾈ���ﾈ�����ﾂ��Y��,ﾘ���● 一■ ��ﾂ��ﾂ�● 做ﾒ�

鴨 劔�R�釘　板 �yzx�9L"�本 冏ｲ�本 乘ｲ�

居 劍,��止　決 偃i[�%ｸﾈ��溝 俟��レ 从��

止 の 柄 穴 劔4"�鈔�り 儻Hﾈｨ*ｨ.��[�,ﾒ�ﾈｨ,"�.r�.｢�,B�*"�+ﾒ����｢�冤 ル 倡��,ﾂ�[��ﾈ｢�

す現 俶Hﾋｲ�同 上 同 上 �:���2�:���2�復　現 �:���2�:���2�現 侏ｲ�現 �:���2�:���2�飽椎 �%ｹT��

状 ��8�2�凾ｷ　状 剌� ��2�状 剋d　材 �&鞏��

変 ��i¥��剳ﾏ 剳ﾏ 兔��変 剌縺@’ 兒(�b�

更 ��ﾕ��剄X 剄X 俔��更 刮｡ ��9<ｲ�

に 冤ｨ��,��凾ﾉ 凾ﾉ �,��に 剿ﾊ �%ｹWB�

よ �,���.b�凾� 凾� �.b�よ 凾ﾉ ��(���������"�

り 儻H��.��凾� 凾� �.��り 剳t �8ﾈｾ"�

当 儻陷��凵R 当 初 の 工 法 に 在 来 の 工 法 通 り 剴P �5��撤 剳~ ��襭�

初 の 位 置 に 戻 同 上 从��ﾂ�鉅�b�,ﾈﾊ��[���ﾈｨ���d��:���2�劔去 从��:���2�去 同 上 刹� 止 め 柄 穴 ヽ 同 上 冤ｨ�2�L(�b�ﾖ��2��ﾈ.��.ｩ�r�屬�:���2�
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敷南男 鴨警部 ��&｢�地　男 �����&｢�上　男 儻H��&｢�付　男 兔y&｢�床男 俑ｩ&｢�天前 井 根 �5i���

目　部 兀B�部 �.���YB�鴨　部 儻���YB�部 兀B�部 刪� 

居窓屋 儉(壺�覆　屋 ���梅　屋 从���壺�居　屋 儉(壺�板屋 ��陏��太蔵 儉(ﾜ��

④ 唯�霊 鳴�l 凭ﾂ�l �2�④ �2�当 �9b�

松 鳴�l 鳴�l 鳴�t 傴ﾂ�松 儺��松 傴ﾂ�

l 唯�l 鳴�】 鳴�l 鳴�‡ 鳴�l 鳴�

突 付 鳴�ﾂ�t ���l 鳴�l �<ｲ�WB�突 付 鳴�l �<ｲ�WB�峇���m｢�L"�WB�

飽 鳴�－ 鳴�t 鳴�l 囘��飽 囘��飽 囘��

上 端 芋 準 昼 哀 溝 鳴�l ��b�l 鳴�l 亊��,��4"�鈔�根 太 に 釘 止 ��R�睦��"�ｭ��,��4"�鈔�梁 横 面 に 遣 返 し �5b�撮�ﾚ｢����,��4"�鈔�

現 傴ﾈﾋｲ�上椎現 �,ﾙ,Xﾋｲ�板椎現 �,ﾈ��T�ｲ�の椎現 侏ｲ�鋸 �:���2�:���2�同 上 同 上 �:���2�:���2�ﾂ�

状 俤��2�端材状 ��鞏��2�決材状 兌���2�納材状 ��2�引 
変 ��i¥��に　’変 ����i¥��芸霊草 佇ｨ�i¥��穴’変 兔��き 
更 囘���羽飽更 ��id���囘���飽更 俔��飽 
に 俶H��,��目　仕　に ��覃,��俶H��,��仕　に �,��仕 

よ ��8��.b�板上　よ 冤ｨ�8.b���8��.b�上　よ �.b�上 同 上 等 

り ��h.��溝’り �,����h.��に飽　り ��h.��’り �.��

撤 �<ｸ���蟻加 ���8���束仕加 �����横加 �5��
去 同 上 儻I?ﾂ�:���2��2�柄人 同 上 冦ｩ%ｹ?ﾂ�L(,ﾒ�ﾖ�[��ﾛr�屬�%ｲ�:���2�柄上人 毒垂 同 上 冤ｩ�ﾂ�,��WB�ｩｲ�ｸ��鈔�:���2�面人 に 付 敷 居 止 同 上 从��ﾝﾒ�x��,ﾂ�ﾔ��d��,｢�.��
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筋 敷 金 物 �4"�区 分 

出敷 傴�ｧ��当 初 剄ﾝ 来 の 工 法 

入金 儉"�
口 一物 筋 ��"�¥r�L)4"�

ヽ ��"�

敷 佶｢�

金 物 仞��

C　A 倬���2�¥｢�後 補 

改 造 部 分 の 床 壁 板 �4R�wb�

一教 傴�ｧ��実 施 の 工 法 

筋 兔r�

敷金 金 ��"�¥x爾�

物物 冓�4"�ﾉ｢�ｾ��

実 們��当 

施 倡ｲ�

の �,ﾂ�

工 儘��初 

法 囘��

通 �,｢�設 計 の 工 法 

り �.��

－34－

水男 �ｨﾌｹ&｢�横男 丿�&｢�（敷男 

部 侈�����YB�部 兀B�雨鴨部 

切屋 儉)�ﾈ壺�桟屋 倡�壺�巳居屋 

④ �2�④ �2�④ 

松 傴ﾂ�松 傴ﾂ�松 

l 鳴�I 鳴�l 

l ����大 人 僵ﾂ�ﾈr�*ｲ�4"�鈔�半 欠 き 釘 止 

飽 囘��飽 囘��飽 

鴨 ��R�格 �>��上 

居 �,��子 ���撃 ■ （ 

上 �4"�内 ��ﾂ�ｪﾒ�

端 倡��横 

に 剿ﾊ 刮ｺ 

釘 凾ﾉ 伜b�端 

止 剴B 止 偃b�WB�ﾈr�*ｲ�ヽJ ● ● ● 本 港 

現 侏ｲ�現 侏ｲ�現 

状 ��2�状 ��2�状 

変 兔��変 兔��変 

更 俔��更 俔��更 

に �,��に �,��に 

よ �.b�よ �.b�よ 

り �.��り �.��り 

撤 �5��撒 �5��撤 

去 从��去 从��去 

同 上 �:���2�同 上 �:���2�同 上 



ぐ 兌ﾒ�Y��軒 付 ��"�区 分 

し 棟 劍ﾝ��{��

え　水通厚 �,(��ﾏｨ､��Y��定、め　す軒 �+X��>ｨ揵e�陌������"�在 来 の 工 法 
お　切　り　み �-���+8��,����8ﾏ｢�の　つ　ぐ　先 �.H�iY�'ﾉ(ifyNx��ｩﾒ�

さ　り　で　巾 倅���,����.�����厚　け　茅の �.ｸ���'ﾈ����'ﾉ'ﾂ�

え　と　締共 �,(��Y映ywh�ｲ�さ　更　を　出 �>ｩ>ｨ����ﾖ(��������5ｸ��5ｲ�

板　し　め　所 �*����9'ﾈ�6ﾒ�に　に　敷 乖H貶��ﾖ(��ﾖ(���爾�

を　茅つ　定 �-ﾘ��+���/���,���>��葺軒　き 祷�����'ﾈﾍﾈ�?�ﾍﾈ�b�
・切　け　の �,h��+ﾘ���ﾈ��,ﾂ�上、並 倅�ｨ�����6ﾔ6ﾔ6ﾔ6ﾘ��ﾍﾂ�

線　口　そ　寸 �+X�����.ｨ��7��げ茅ベ ��8���8��?�>���>���>���>���ﾒ�（ 昭 和 ± 

止　よ　の　法 �$�8�ﾘｩﾒ�た　を　押 �>���>��h､����>��
め　り　上岡 �*ｸ��ﾝｹ'ﾈ��/��0　同　鉾 丶��ﾈ,ﾈ��,ﾈ��,ﾈ��,ﾈ��､��

と　一　に　様 冤���,ﾘ��,h��*��様竹 �6ﾘ���I��7���,ﾂ�

し　’杉折 �-�����:X��*ｲ�の　に �>�'ﾉ'ﾉK�ﾈｩXR�奉 書 聾 
た　五皮　返 �+ﾘ��.���-ﾘ��ｩ��工　し 丶�鞏���.���,ﾈ��.｢�
Ocm　三　し ����ｩﾘ��+X��.��法　ゆ �,ﾈ��������,ﾈ��,���,ﾂ�

に　枚押 �,���-���貭�に　ろ �.���7�����.���*(��,��

切　重鉾 �,H���ﾍﾂ�よ　縄 �,ﾈ��K�����,ﾈ��.���*"�

そ　ね　竹 兀�.�6ﾒ�り　に �.���������,ﾈ��.��

ろ　の　二 �*ｸ��,ﾈ��>��所締 ��ｨ������������,ﾂ�

通　在 �,ｨ��ﾝﾒ�通　在 兢i,ｨ��ﾝﾒ�実 

り　釆 �.���L��り　釆 冽���.���L��施 

の �,ﾂ�の �,ﾈ��,ﾂ�の 

工 儘��工 �.���ﾔ��工 

法 囘��法 �,ﾈ��d��法 

実 們��実 們��■当 

施 倡ｲ�施 倡ｲ�初 

の �,ﾂ�の �,ﾂ�設 

工 儘��工 儘��計 

法 囘��法 囘��の 

通 �,｢�通 �,｢�工 

り �.��り �.��法 
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五
、
屋
　
根
　
工
　
事

一
、
材
　
料

秋
刈
り
の
十
分
乾
慢
し
た
長
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
腐
れ
の
な
い
富
士
山
麓

産
の
良
質
山
茅
、
種
竹
、
屋
中
竹
は
径
六
～
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
冬
切
り
の
物
を

使
用
し
た
。
又
押
木
竹
は
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
も
の
、

軒
付
用
椋
椙
縄
、
鋼
線
二
八
♯
）
藁
縄
を
使
用
し
た
。
其
の
外
に
棟
覆
い
用
杉
皮
、

冬
伐
り
の
皮
。

二
、
下
掃
え

軒
付
用
茅
は
下
葉
を
す
ぐ
り
、
径
一
二
～
一
五
程
度
に
た
ば
ね
た
。

三
、
工
　
法

下
地
、
屋
中
竹
を
側
桁
上
に
一
通
り
に
挟
首
上
端
欠
込
み
（
約
四
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）
　
に
継
手
や
り
違
い
に
片
側
七
段
縄
が
ら
み
と
し
た
。
種
竹
は
約
二
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
と
し
、
隅
は
扇
状
に
配
し
、
軒
先
に
は
こ
み
種
竹
を
入
れ
て
屋
中

竹
に
縄
が
ら
み
と
し
た
。
縄
が
ら
み
は
素
縄
三
春
の
鼓
縄
に
結
び
締
め
、
極
上
に
は
、

小
舞
竹
を
約
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
素
縄
に
て
か
ら
み
つ
け
、
軒
先
に
は
樟

が
ら
み
を
種
先
端
よ
り
約
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
椋
椙
縄
に
て
通
し
か
ら
つ

け
と
し
た
。

軒
付
、
軒
付
は
上
質
の
茅
を
よ
く
す
ぐ
り
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
に
た
ば
ね

て
敷
き
並
べ
、
押
鉾
竹
を
二
通
り
並
べ
て
素
縄
に
て
締
め
つ
け
、
こ
れ
を
数
回
繰
返

し
て
所
定
の
厚
さ
に
葺
上
げ
た
。
軒
上
最
上
部
に
は
特
に
良
質
の
茅
を
用
い
、
落
ち

込
み
に
は
十
分
に
の
べ
茅
を
補
充
し
た
。

平
葺
、
平
葺
は
厚
平
均
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
茅
の
厚
薄
の
な
い
よ
う
配

り
つ
け
、
奥
に
は
要
所
の
べ
茅
を
置
き
、
登
り
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
～
六
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
毎
に
押
鉾
竹
を
当
て
針
縄
ふ
み
し
め
葺
き
登
り
棟
際
は
切
茅
で
葺
き
つ

め
、
向
ふ
前
の
茅
を
三
つ
あ
み
と
し
叩
き
締
め
た
。

棟
、
品
軒
は
厚
さ
平
均
一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
切
茅
で
書
上
げ
、
そ
の
上
に
杉

皮
三
枚
重
ね
葺
き
と
し
、
棟
押
へ
は
置
千
木
型
式
に
整
え
た
。

刈
込
み
、
軒
付
所
定
の
返
し
勾
配
に
、
ま
た
隅
水
返
り
の
な
い
よ
う
、
通
り
よ
く

刈
込
み
妻
登
り
隅
登
り
隅
丸
、
平
葺
と
も
地
に
不
陸
の
な
い
よ
う
、
形
よ
く
鉄
刈
り

仕
上
げ
と
し
た
。

養
生
、
防
腐
、
耐
水
の
た
め
葺
き
上
り
完
了
後
キ
シ
ラ
モ
ン
液
の
噴
霧
吹
付
け
を

行
っ
た
。
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六

、

壁

　

　

工

　

　

事

一
、
下
地
、
間
渡
し
真
竹
の
割
竹
、
木
舞
竹
、
篠
竹
、
こ
ま
い
縄
（
細
い
素
縄
）

二
、
工
法
、
間
渡
竹
は
縦
横
と
も
間
渡
穴
に
深
く
差
込
ん
だ
。
こ
ま
い
竹
は
縦
横
と
も
約

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
、
間
渡
竹
と
の
交
点
は
こ
ま
い
縄
で
千
鳥
掛
け
に
か
き
つ

け
、
通
し
貫
当
り
は
釘
打
ち
と
し
た
。

三
、
木
舞
壁
塗

材
料
、
荒
壁
土
は
粘
性
の
つ
よ
い
粘
土
、
中
塗
用
の
土
は
市
販
の
中
塗
用
土
を
、
窃

は
荒
壁
用
は
藁
窃
、
中
塗
用
は
も
み
窃
を
、
上
塗
用
は
石
床
、
つ
の
ま
た
、

上
塗
用
窃
を
使
用
し
た
。

四
、
工
法
、
荒
壁
土
は
粘
土
に
藁
窃
を
切
込
み
良
く
切
り
返
し
て
二
ケ
月
間
位
ね
か
し
て

お
き
、
使
用
前
に
再
度
藁
窃
を
入
れ
、
充
分
練
り
返
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。
荒
壁
は

指
定
の
厚
さ
に
よ
く
木
舞
に
上
記
土
を
摺
り
込
み
塗
り
上
げ
、
同
日
中
に
真
壁
を
鎖
で

な
で
返
し
、
小
舞
に
な
じ
ま
せ
、
乾
娘
を
ま
っ
て
裏
返
塗
を
行
っ
た
。

中
塗
は
粘
土
と
砂
を
よ
く
ま
ぜ
合
せ
も
み
窃
を
入
れ
て
塗
り
上
げ
た
。

上
塗
は
の
り
に
（
つ
の
ま
た
）
を
よ
く
と
か
し
蔀
通
し
も
の
を
用
い
、
石
灰
と
窃
を

入
れ
て
よ
く
練
り
返
し
た
も
の
を
鐘
仕
上
げ
し
た
。

一
、
古
色
塗
、
取
替
又
は
新
規
補
足
木
材
に
は
、
丹
土
、
松
煙
、
茶
粉
、
弁
柄
等
を
用
い

て
周
囲
と
調
和
さ
せ
る
よ
う
古
色
を
施
し
た
。
古
材
は
す
す
を
拭
い
取
っ
た
。

二
、
防
蟻
処
理
、
床
下
は
メ
ル
ド
リ
ン
液
に
よ
る
土
塊
処
理
を
行
い
、
木
材
は
キ
シ
ラ
モ

ン
液
を
刷
毛
に
て
塗
付
け
た
。

三
、
熔
印
押
、
取
替
え
及
び
新
補
材
に
は
す
べ
て
見
え
隠
れ
に
　
（
昭
和
五
十
一
年
度
修
補
）

の
熔
印
を
押
し
た
。

四
、
跡
片
付
、
諸
工
事
完
了
後
工
事
地
域
内
の
不
要
物
を
取
り
除
き
、
清
掃
を
行
っ
た
。

七
、
建
　
具
　
工
　
事

一
、
材
　
料

木
材
（
枢
材
）
　
は
桧
無
節
材
を
板
材
は
杉
無
節
材
の
乾
煉
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。

鉄
釘
、
鍛
鉄
製
和
釘
を
調
製
使
用
し
た
。

工
法
、
寸
法
、
組
手
、
仕
口
等
、
何
れ
も
旧
来
の
工
法
に
倣
い
、
馴
染
よ
く
狂
い

の
を
い
よ
う
仕
上
げ
た
。

八

、

雑

　

　

工

　

　

事



収A 口 計 梛2���?ﾂ�ｧ｢�国 庫 補 助 額 ��2�圓�ﾊr�^"��X��ｧ｢�小 笠 町 補 助 額 傀｢�tﾂ��"�X��%2�ｾ��区 分 

克 �� �� ��ﾈ���金 額 
ヽ 凵R ��"�ヽ ��"�

五 凵ﾛ ′ヽ 仞2�九 仞2�

一．■＿－－ 凵� ��ｲ��ﾈ�"�七 俯R�

八 價｢�○ ��ｲ�○ ��ｲ�
ヽ ��"�ヽ ��"�ヽ ��"�

一 ��ﾂ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�

四 俶ﾂ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�

八 價｢�○ ��ｲ�○ ��ｲ�

円 ���円 ���円 ���

頸 金 利 子 ���J｢��｢�〝 ⊥ ′ヽ ������ｸ����ﾈ�"�総 事 業 費 の ⊥ ′ヽ 儖R�ﾖﾂ�

ヽ ��"�ヽ ��"�

○ ��ｲ��ﾈ�"�七 俯R�

％ ��2�％ ��2�
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壬生 劍ﾔ��工 費 ��ﾘ���饕�ｼb�区 分 
声日 

負 劍饕�

費 劔N��儂��

解 �ﾂ� �� ��種 別 

体 工 事 ���､ﾂ����ｩiB����ﾔ��怩���ｨ饕�

調 査 ● 解 体 傚H駟]ｹ�r��ﾙk��izr�OX�ﾔ��ｲ�9��hﾞﾉ�2���]h抦����壺��(�"�ｺｸｷ��､XﾆR�ﾟ(���(�"� �� ��摘 要 

，式 俾�� �� ��員 数 

単 価 

九 ��○ 澱� 仞2�金 額 
ヽ ��"�ヽ ��"�ヽ 

○ ��ﾂ�○ 佻ﾂ�○ 佻ﾂ�

四 俶ﾂ�八 ��○ ��
ヽ �� �� 價｢�

○ ○ ��"���ヽ ��"�ヽ ��"�

○ ��ｲ�－ ��ﾂ�

○ 仞2�○ ��ｲ�八 俶ﾂ�

円 ��ｲ�○ ��ｲ�八 價｢�

円 ���円 ���円 ���

解調 体査 八 傚Hｺｸ駟�ﾉ]ｹ�r��ﾘ､Yk�ﾅ(ﾇﾈ���OXﾟ(��夐�2���蔗� �� ��摘 要 

二　八 ��ｩ?�ｾ9��ｨﾍﾂ�
〇　四 佻ﾈ�ｨ蕀Jｨ貶爾�

ヽ　　　　　ヽ ��(���������(���������(���������(���������(���������"�

○○ ��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ��
○○ ��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨｾ2�
○○ ��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�｢�
円　円 ����苓��苓苓苓冷�

第
三
節
　
工
事
費
精
算

人

　

の

　

部

支

　

出

　

の

　

部



屋 冦��ﾔ��饕�基 

根 剔b 

工 剄H 

事 剋� 

夫縄竹山 ��ﾈｮﾘ艙^"�床砂土犬土直補コ埋水 ’’’茅 儻hｾ���ｲ�下利間走間　し足　ン戻盛 

棟シ押’ ��i�俤駑��’敷コ　り　コ’礎ク、遣 
造ユ鉾屋 �<驅��hﾝ��土　き　ン　コ　ン排石　り　葉形 
り　ロ竹中 儘��if��b�間’ク　ンク水据l石’ 
’縄’竹 ��i�YXXｾ��叩　リクリ　溝付　卜地根 

防’杉樺 儘胃ﾉ���ミ　L’‖’表窒華巧 
腐葺皮竹 ��h�i}��
処工’’ 剴P　卜　叩　　落’ 

理’鋼下 刹賜@　き　　石礎 
’入線地 凵fき’　据石 　ヽ 

式 俾��式 

八 鳴�
ヽ ��"�ヽ 

○ ��ﾂ�

九 仞2�四 八 俶ﾂ�
ヽ ��"�ヽ 

⊥ ��⊥ 
′ヽ ��′ヽ 

五 ��ｲ�八 

○ 俶ﾂ�○ 

円 ���円 

人葺椋縄鋼杉押下種屋山 欄鉾地中 夫工縄線皮付竹竹竹茅 五九　九 �<��ﾉ�Xｮﾙf視8ｾ�^"�ｾ��ｲ�XX������冦��ﾔ姥hﾔ�胃ﾈﾝ驀鞏����貭��(�"�床砂土犬土排雨正礎礎コ乗埋根水 妄芋享…十 

七五　　　　　一四 ��

七八　　四一六一　　七三八 俯X�ﾍﾉJｩJｨ蓼�ｨ�｢�八〇三六七二四三九五四二　　一四 
二〇四二四二八六二九三 ��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ貶�ｩ���五二六五八九五三〇一〇二三　七三 

ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　ヽ　　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ ��(���������(���������(���������(���������(���������(���������(���������"�ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　　　ヽ　　ヽ 

〇〇五〇四四〇〇〇〇八 ��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ賈J｢�三六〇八一八〇〇〇〇〇八七　六七 
○○〇〇〇〇〇〇〇〇五 ��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ���ｨ�ｨ�ｨ�｢�〇〇〇五四三〇〇〇〇二〇五　二五 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇○○ ��ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ貭�五〇〇一九〇〇〇〇〇〇〇〇　五〇 
円円円円円円円円円円円 �阯阯阯阯阯阯阯��円円円円円円円円円円円円円　円円 
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主 屋 工 事 費 ��西 �8ﾂ�附 倅r�ﾔ��饕�建 俚b� 

脇 塀 工 刎R�nR�ﾔ��帯 工 刹� 工 亂��ﾔ��

事 倬b�事 剋� 倬b�

諸 経 費 �ﾂ� 傚B�ﾆ��N��屋基 倅ym亜�� 况���修潜腰 ��9(hﾗ.���ｲ� 
設 劍ﾚｩ�"�工工体 刪�a 凉ﾙL)WB�
ヽ 劍ﾔ����b�ヽ � 侘ｲ�’’壁　辛　● 

木 劍駟m��、’礎 凵f筆 ��h�Hｦ��大 

工 劍�hﾔ��屋石 剌Cの 竸(���壁 

事 劍ﾅ"�¥r�根据 剽搦q 冢Xﾌｲ�
ヽ 劔 � ��"�

屋 劔瓦　し 剩ﾂ井 侘ｹL"�

根 工 事 劍ﾔ��饕��"�葺’ 凵R　　　ヽ ��hﾌｲ����"�

式 �� 俾��．■－■ 式 ��ﾂ��� 俾��式 俾�� 

四 ＼ ��九 俶ﾂ���� ��四 ��＿－1．J■ ��"��ｲ� ○ 剏ｳ ��｢�ﾍﾂ�四 五 價｢�亘 倅��

ノ ヽ 凵� ヽ �6ﾒ��"�ヽ ��"�ヽ ��"�一 　ヽ ��"�

五 凵� 佻ﾂ�四 ��ｲ�○ ��⊥＿ ′ヽ ��H�ｸ����ﾈ�"�
－ �� �� �� 

●－■ 凵� 迭�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�

円 刮~ ���円 ���円 ���円 ���

屋木仮 �� �饅ym旭��雑屋木礎解 ��修熔竹防 冢Y�iL(ﾙ��上中荒眞小 冉�8��

根　　設 劍ﾚｨ�������"�根　　石 剏|印軍≡ 佗���^b�舞 儿R�
工 劍ﾔ慰��工桟工据 劍�(ﾇ��ﾆ�ﾌｸﾌｸﾌｲ�耳爾�gｹgｹgｹgｲ�揮 ��"�

工　　工 劍ﾔ���������ﾔ��瓦　　直 劔大 傀��

事事事 劍馼馼馼饕�事葺事し体 ⊥ ′ヽ 剩ﾂ押井事 七五三二 剴h塗壁壁壁 一一一一一一一一一■■ 凉ﾘ��.��

＿四 五九〇 劔?�ﾍﾈ�ｨ爾�劍ﾍﾉ?�ﾍﾈ�｢�四九九六九 佻ﾈ�2�

〇五五 劍耳耳��?���ﾍﾂ�三七八七七 凵Z一八一 �ｩJｩ?�貭�七四〇三七 刔ｨｾ2�
ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ 劍�(���������(���������(���������"�ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ 凵R　　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ ��(�������(�������(�������"�ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ ��(���������"�

九五〇 劔���ｨ爾�八六六〇八 凵Z五一七 ��ｨ�ｨ�ｨ�｢�〇三八〇三 佻ﾈ�｢�
五〇〇 劍�ｨ��ｨ�｢�二五五八〇 凵Z〇〇五 ��ｨ�ｨ�ｨ�｢�〇一七五七 ��ｸ�ｲ�
八〇〇 劍�ｨ�ｨ�ｨ�｢�〇〇〇〇〇 �0000 ��ｨ�ｨ�ｨ�｢�〇〇〇〇〇 ��ｸ�ｲ�
円円円 劍苓苓苓冷�円円円円円 刮~円円円 �阯阯阯��円　円円円円 �阯��
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委 託 料 倡r�;��{r�N��所 費 劔劔剋� 務 費 

三八鼻 声又 ����R�{�� 倡r�雑 倆��賃 金 �2�通 佰R�消 ��A 式 譲 葉 几r�N�� 

計 監 理 劔;��{r�役 務 几���ﾂ����倚ﾂ��ｲ�gｲ�信 運 搬 僖ﾒ��R�粍 ロ ロロ 

費 劔N��費 几��儂��費 儂��費 

存財 偸b� 兌b�其工 倬b�事 儘��切電 畔��6B�製文 ��A 式 ��R� 

技団 儘���ｲ�の事 冖��務 倬b�手話 ��(����b���6ｳ��図具 刹c ���Vﾂ�

術法 刎ﾒ��*��他中 冽��用 兩��’料 ����{��用　’ 剽p �+��

協人 劍ｵ｢�’写 �b�貞 蓬4r�8ﾒ�ヽ は ��(�"�y9B�品用 凵R 茶 ��"�mB�

全文 ��R�亂��其 仞��貨 ��b�I"�凵A紙 

委化 託財 建 造 物 保 �R�{��倡r�;��ヽ 青 写 真 ヽ 冽��ｾ��金 凾ｪ き ヽ ��hﾚ2�ヽ 写 真 用 【コ ロロ ヽ 刮ﾙ 俚��

式 ��式 ��式 ��式 俾�� �� 俾��式 ��

⊥ ′ヽ ヽ 甲 ��ｲ�⊥ ′ヽ ヽ 四 �� ��七 ��"� ��一■■■■■■ ��������ﾈ����"��ﾂ� ��－■ ヽ 四 

元 ��ﾈ�"�ﾍﾂ�些 俯R�八 ＿⊥一■ 仞2��｢�雪 俯R��｢�－ 俶ﾂ��ｲ�－ �7��－ ○ 俯R��｢�些 
ヽ ��"�ヽ ��"�′ヽ ヽ ��"�ヽ ��"�ヽ ��ﾈ�"��"�－ 　ヽ ��ﾈ������"�ヽ ��"�－ 　ヽ 

○ ��ｲ�○ 仞2��ｲ�⊥ ′ヽ ��ｲ�⊥ ′ヽ ��ｲ�－ 俶ﾂ�五 ��ﾂ�○ ��ｲ�－■■－■ 

○ ○ ��ｲ��ｲ�○ ○ ��ﾈ�"��ｲ�孟 ��ｲ��ｲ�○ ○ ��ｲ��ｲ�克 仞2�〇 五 價｢�J｢�○ ○ ��ｲ��ｲ�八 八 

円 ���円 ���円 ���円 ���円 ���円 ���円 ���円 

二協技財 　Aノ仁一 偸b� 侏ｲ�其引現 ��H饕�事 儘��切電 �6H��ﾈ��9B�雑写製事 ��茶 菓 代 ＿■．一 ��R� 

八方術団 パ規協法 儘���������｢�輦�像 冖��務 用 倬b�手 ヽ ����"�ｴ5��其図務 剩��T��+���"�

l走舎人 lヽ　ヽ 劔の　　’ �,ﾈ��w��兩��は話 刳� 

セ料　文 ン率委化 偖ﾂ�剌ﾄ �b�蜂?��?｢�が ��"�用　用用 劔+"�

ト第託財 一料建 種造 物 保 存 ��r��ｲ��ﾈ�"��;��他伸付 ⊥ ′ヽ ��ﾈｾ��耳��貞 七 五 �(��m｢��"���き料 一 一〇 几�oｲ�耳耳�H耳爾�具品品品 一二一ハ ⊥一 一 劍ﾛ����

五 剋ｵ 俯X貶貭�八　二 ��○ ��ﾂ�四五六・ 俯Y?�Jｨ貭�澱�○ 
ヽ 凵R ��(���������(���������"�ヽ　　　　ヽ ��"�ヽ ��(���������"�ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ ��(���������(���������(���������"���"�ヽ 

○ 刹� 佻ﾈ貶��○○ ��ｲ��ﾈ�"�○ ��ｨ爾�七四二 �?���ｩ����ｲ�○ 

○ 凵ﾛ ′ヽ ��ｨ�ｨ蔗�○○ �ｨ�｢�○ ��ｩ?��五〇六 仞8蓼�ｩ����ｲ�○ 

○ 凵� ��ｨ�ｨﾍﾂ�00 ��ｲ�○ ��ｨｾ2�七二〇 倅�ﾈ�ｨ����ｲ�○ 

円 刮~ �阯阯��円　円 ���円 ����冷�円’円円 ����苓苓冷����円 
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第
四
節
　
工
事
工
程
表

起
　
工
　
式
　
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
三
日

上
　
棟
　
式
　
昭
和
五
十
一
年
六
月
十
日

竣
　
工
　
式
　
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十
一
日

着
手
準
備

実
測
調
査

仮
設
工
事

解
体
工
事

基
礎
工
事

木

　

工

　

事

屋
根
工
事

壁

　

工

　

事

建
具
工
事

防
蟻
工
事

主
屋
庇
工
事

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
二
日

昭
和
五
十
年
十
二
月
十
二
日

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
三
日

昭
和
五
十
一
年
一
月
十
二
日

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
日

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
三
日

昭
和
五
十
一
年
六
月
十
二
日

昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
九
日

昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
日

昭
和
五
十
一
年
二
月
五
日

昭
和
五
十
一
年
十
月
十
日

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
八
日

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
日

昭
和
五
十
一
年
一
月
十
二
日

昭
和
五
十
一
年
二
月
六
日

昭
和
五
十
一
年
九
月
十
八
日

昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
八
日

昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
三
日

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
十
日

昭
和
五
十
一
年
九
月
十
八
日

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
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附

　

記

伝
左
衛
門
と
喜
八
郎
に
つ
い
て小

笠
町
文
化
財
保
護
委
員
　
　
宮
　
城
　
孝
　
平
　
誌

此
度
長
屋
門
修
復
工
事
に
当
っ
て
、
同
建
造
解
体
作
業
中
、
基
礎
柱
礎
石
五
個
に
墨
書

が
発
見
さ
れ
た
。
内
四
個
に
は
平
川
伝
左
衛
門
、
他
の
一
個
に
は
平
川
（
地
名
）
　
の
代
り
に

助
五
郎
、
伝
左
衛
門
の
記
名
が
読
み
と
れ
た
。

同
時
に
長
屋
通
り
天
井
樟
上
端
に
川
上
、
大
工
、
喜
八
郎
の
文
字
が
認
め
ら
れ
た
の
で
以

上
二
人
の
人
物
を
中
心
に
調
べ
を
進
め
た
。

伝
左
衛
門
の
先
祖
宮
城
新
左
ヱ
門
の
平
川
居
住
は
古
く
菩
提
寺
青
龍
院
の
過
去
帳
に
よ
れ

ば
、
初
代
新
左
ヱ
門
は
、
大
覚
院
正
蓮
賢
道
居
士
、
大
永
元
年
辛
己
十
月
八
日
寂
（
一
五
二

一
年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
家
代
々
霊
位
記
録
に
は
、
息
正
院
善
能
柴
修
居
士
、
元
禄
十
三
年
庚
辰
五
月
十
九

日
寂
（
一
七
〇
〇
年
）
源
五
郎
の
祖
父
在
り
、
と
付
記
が
あ
る
。
こ
の
付
記
を
肯
定
す
る
と

宮
城
家
と
黒
田
源
五
郎
家
（
当
主
節
三
氏
）
の
間
に
緑
戚
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。

右
の
事
項
か
ら
記
名
礎
石
を
調
べ
て
ゆ
く
時
当
地
方
の
慣
例
か
ら
、
長
屋
門
新
築
の
際
宮

城
家
か
ら
黒
田
家
に
（
家
兄
）
と
し
て
祝
い
の
品
に
添
え
て
礎
石
も
同
時
に
贈
ら
れ
た
も
の

と
察
せ
ら
れ
る
。
助
五
郎
は
伝
左
ヱ
門
の
父
と
し
て
地
名
平
川
の
代
り
に
知
名
度
が
高
か
っ

た
か
或
は
健
在
で
あ
っ
た
の
で
記
念
と
し
て
添
書
き
ざ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

両
家
縁
組
に
つ
い
て
当
時
の
家
格
を
探
ぐ
つ
て
見
る
と
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
年
）

下
平
川
玄
年
御
免
状
（
四
ツ
分
帳
）
の
表
紙
に
は
源
五
郎
、
新
左
衛
門
が
保
記
さ
れ
て
、
内

容
に
新
左
ヱ
門
、
五
三
六
石
、
源
五
郎
三
八
一
石
、
助
左
ヱ
門
二
八
三
石
、
善
左
衛
門
三
〇

〇
石
、
と
四
ツ
分
け
（
四
庄
屋
）
さ
れ
て
い
る
。
尤
も
こ
の
石
高
は
下
平
川
村
の
内
本
多
公

領
分
の
み
で
他
の
旗
本
分
三
〇
〇
石
像
は
源
五
郎
の
差
配
下
に
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
そ
の

後
源
五
郎
が
そ
の
三
〇
〇
石
知
行
の
室
賀
伊
確
守
御
側
役
人
に
出
仕
し
た
戸
塚
家
記
録
か
ら

の
推
定
で
あ
る
。
膏
に
述
べ
る
と
長
屋
門
の
格
式
か
ら
見
て
も
黒
田
家
の
代
官
職
は
自
分
を

含
め
て
四
庄
屋
の
み
な
ら
ず
下
平
川
村
々
外
に
及
ぶ
複
数
旗
本
の
知
行
地
に
瓦
っ
て
も
代
官

職
を
与
り
差
配
し
て
い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

一
方
伝
左
ヱ
門
家
も
長
屋
門
を
構
え
て
い
た
と
謂
わ
れ
る
が
或
る
時
代
こ
れ
を
解
き
重
要

文
書
は
他
家
に
托
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
来
た
。
今
度
前
四
ツ
分
帳
の
他
「
享
保
七
歳

（
一
七
二
二
年
）
子
丑
巳
、
諸
新
田
水
帳
」
下
平
川
村
庄
屋
助
五
郎
の
文
書
も
黒
田
家
か
ら

発
見
さ
れ
そ
の
言
い
伝
え
も
立
証
さ
れ
た
。

更
に
両
家
共
昔
か
ら
不
動
尊
の
信
仰
が
伺
は
れ
、
宮
城
家
は
慶
長
（
一
五
九
六
年
）
以
来

赤
面
不
動
明
王
の
石
像
を
祀
り
そ
の
鋼
は
宮
大
工
の
作
で
棟
札
も
現
存
し
て
い
る
。
黒
田
家

長
屋
門
に
は
長
屋
通
り
楯
表
面
に
金
峯
山
頒
布
の
み
不
動
明
王
護
摩
祈
祷
札
が
膠
し
く
貼
り

ね
ら
れ
て
居
り
今
度
も
同
護
摩
札
の
保
存
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

元
録
四
年
二
六
九
一
年
）
の
輪
中
堤
防
訴
訟
の
判
決
、
峯
田
、
下
平
川
堤
論
の
絵
図
面

に
は
、
下
平
川
村
内
で
石
ハ
ラ
（
石
原
）
新
左
ヱ
門
（
宮
城
家
）
と
下
む
ら
（
下
組
）
大
郎

左
ヱ
門
（
黒
田
家
）
と
の
二
戸
の
み
が
茅
書
家
が
描
か
れ
て
他
は
単
に
「
イ
ム
ラ
」
と
部
落

の
所
在
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

前
に
戻
っ
て
「
享
保
七
歳
（
一
七
二
二
年
）
子
丑
巳
諸
新
田
水
帳
」
に
は
中
に
源
五
郎
、

助
五
郎
、
伝
左
ヱ
門
の
名
が
各
所
に
散
見
さ
れ
る
。
且
つ
伝
左
ヱ
門
の
直
筆
と
思
わ
れ
る
新

田
譲
葉
渡
手
形
の
加
筆
訂
正
を
加
え
た
下
書
き
が
そ
の
袋
折
り
の
間
に
挟
ん
だ
ま
、
発
見
さ

れ
庄
屋
証
人
伝
左
ヱ
門
の
自
筆
と
思
わ
れ
る
と
同
時
に
明
和
二
年
（
一
七
六
五
年
）
と
詰
る

し
た
こ
と
は
貴
重
な
発
見
で
あ
っ
た
。

宮
城
家
記
録
に
「
英
輝
院
傑
里
道
後
居
士
明
和
大
己
丑
年
四
月
七
日
寂
（
一
七
六
九
年
）

七
十
三
歳
本
多
越
中
守
に
相
勤
め
と
書
か
れ
て
お
り
、
伝
左
ヱ
門
の
父
と
な
っ
て
い
る
（
註
）

黒
田
家
、
宮
城
家
共
に
同
じ
人
名
を
数
人
が
使
用
（
襲
名
）
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
、

川
上
大
工
喜
八
郎
の
家
は
先
祖
書
左
衛
門
以
来
の
大
工
職
で
山
下
姓
で
皆
棟
染
を
勤
め
過

去
帳
で
は

先
　
代
　
　
法
眼
順
正
沙
蒲
　
　
元
禄
（
年
号
不
詳
）
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二
　
代
　
　
棟
眼
順
梁
上
座
　
　
享
保
二
年
　
（
一
七
一
七
年
）

三
　
代
　
　
規
斐
道
正
上
座
　
　
明
和
九
年
　
二
七
七
二
年
）

四
　
代
　
　
寒
翁
宣
天
善
男
　
　
昭
和
四
年
　
（
一
七
六
七
年
）

五
　
代
　
　
棟
桂
玄
梁
上
座
　
　
享
和
二
年
　
（
一
八
〇
二
年
）

右
の
中
で
長
屋
門
の
建
築
に
当
っ
た
の
は
三
代
目
棟
梁
山
下
書
左
ヱ
門
と
思
は
れ
、
喜
八

郎
は
父
棟
梁
の
下
で
長
屋
門
或
は
善
勝
寺
本
堂
に
腕
を
振
る
っ
た
好
青
年
で
あ
ろ
う
。
夕
匠

の
血
を
享
け
乍
ら
妻
も
要
ら
ず
壮
志
を
抱
い
た
ま
、
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
模
様
で
あ
り
、

遺
さ
れ
た
喜
八
郎
の
文
字
か
ら
は
側
側
と
し
て
輩
の
音
が
聞
え
て
来
る
想
い
で
あ
る
。

早
く
棟
札
が
発
見
さ
れ
て
一
切
が
解
明
出
来
る
日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
念
じ
て
筆
を
格
く

七
絶
　
偶
　
成

「
寿
を
　
奏
す
る
者
は

記
名
の
礎
石
　
永
へ
に

文
化
の
　
遺
産
　
邦
家
の

菊

　

城

　

生

伝
左
衛
門

紛
れ
無
し

賓

修
復
の
　
工
成
る
　
長
屋
門
」

「
瑞
風
　
吹
き
起
り
て
　
乾
坤
に
満
ち

茅
棟
　
元
に
復
す
　
長
屋
門

喜
入
の
　
署
名
　
用
　
此
に
在
り

今
農
の
　
慶
祝
　
芳
魂
に
報
ぜ
ん
」



もノ　、

兼
了

－．十億
j
h
患

l

一

■



i

2　竣　工 正　　面

ぷ■

3　竣　工
ニ1じ

円 乗　側　面



4　竣　工
コヒ

f∃

側　　面



6　竣　工

■　　　▼、′－　ノ　ー．■、・

二∴－∴二
ヽ●　　　　　　　　■

長屋通り正面

学　　　　　蟄
露、約7

．ヽ

凛
料

㌦
擬

音

．

事

　

1

－

、

慮．

、

◆

　

ヽ

∫　　　ヽ

聾



8　竣　工　　長屋通り背面

9　竣　工　　下郎部屋南面



10　竣　工　　下郎部屋北面

11竣　工　　前　倉　南　面

‘

イ

　

ぷ



12　竣　工　　前　倉　北　面

13　竣　工　　男部屋南面



14　竣　工 男部屋　北面

15　竣　工 小　　屋　　裏



16　修理前 正　　面

17　修理前



一
0
0
　
高
描
彗
　
　
淑
　
　
重
　
　
軌

一
∽

高
描
繋

瑚

　

　

重



20　修理前　　門番部屋間仕切

21修理前　　長　屋　通　り



2
2
　
破
損
状
況

背
面
通
り

破
損
状
況
　
長
屋
通
り
西
側

破
損
状
況
　
背
面
通
り



25

破
損
状
況
　
背
面
屋
根

破
損
状
況
　
東
南
隅
の
屋
根



㌶
　
破
損
状
況

男
部
屋
（
西
端
）

破
損
状
況
　
長
屋
通
り
天
井

破
損
状
況

下
郎
部
屋



31現状変更要旨一の‖　修理前間仕切

天井根太に転用されている棟通りの旧梶

真
壁
小
舞
穴

貫
が
切
断
さ
れ
て
い
る
　
　
小
舞
穴



33（づ　現状変更要旨一の仁）

当初は棟通りで二室に間仕切られていた

（柱、梁に間仕切の土真壁痕跡がある）

（10の2）柱 （7の2）柱



34H　現状変更要旨一の（ヨ

（14の4）柱

東　面

（13－4）柱

西　面

懲
凋
庵
闇
博
．
二
瓶
蔑
草
∴
∵
∴
巨
恥
封
嘗
‥
■
十
藍
川
相
川
川
u

I
を
鮎
陪
臣
酎
増
も
耳
¶
魁
巨
l
r
巨
巨
首
．
打

現
媚
取
付
仕
口

小
舞
穴
　
　
旧
楯
取
付
仕
口

か
す
√
∴
一
二
t
L
．
．
．
．
．
．
、
．
】
．
．
“
．
1
」
．
、
　
　
　
　
・
　
、
－
∵
1
・
∴
紅
い
藍
掛
巨
F

ト
ト
卜
践
■
‥
‥
控
は



35　現状変更要旨一のE） 旧上り拒（現状は上端を床板厚分欠取り旧土間部分

まで床板張りとなっていた。

36　現状変更要旨一の〔コ 根太上端に残る旧間仕切柱の板断片

根
太
上
り
枢
上
端
に
床
日
板
張
り
の
目
板
決
り
跡
が
あ
る

二
〇
ノ
二
）
柱
に
残
る
貫
穴
、
小
舞
穴



37日　現状変更要旨一の佃

（14の4）柱

東　面

（13の4）柱

西　面

貫穴、小舞穴

（15）柱

北　面

月5の4）柱
南　面

小
舞
究

媚
取
付
仕
口
弥

糾
う
■
如
酢
紅
二
潤
魁
巨
鞍
巨
『
字
凱
鮎
卜
一
声
㌫
信
一
■
二
か∵腐

隠

惹

き

∵

l

■

賢

∴

奥

戸



38日　現状変更要旨国

小舞穴　　貫穴 媚取付仕口跡

旧　はる）納穴跡

蠣取付仕口跡

板壁の板溝及び胴縁穴

＝
轟
・
離
職
r
　
∴
∵
・
十
．
卜
㍉
∴
∵
㌦
鳶

月
闇
屈
領
二
重
毒
－
．
」
「
∵
遠

貫
穴
　
　
小
舞
穴



39

41同　　上

南より第一間範の子下見板張の上胴緑下端に

範の子切断面が残っている

現
状
変
更
要
旨
二
　
別
表

門
番
部
屋
南
よ
り
第
一
、
二
間
の

後
補
の
格
子
窓

4

0

一

同

　

上

南
よ
り
第
二
間

範
の
子
下
見
板
張
の
上
胴
緑
下
端
に

範
の
子
切
断
面
が
残
っ
て
い
る



解
　
体
（
正
面
西
側
）

解
　
体
（
小
屋
）



解
　
体
（
柱
礎
石
据
付
）

4
7
　
基
　
礎
（
長
屋
通
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
叩
）

基
　
礎
（
礎
石
据
付
完
了
）





組
　
（
二
）



組



ヾ■

5
6
　
屋
　
根
（
野
地
括
え
）

根
（
野
地
掠
え
）

5
7
　
屋
　
根
（
野
地
掠
え
）



6
0
　
屋
　
根
（
野
地
完
了
）



＼
ノ
　
6
2
　
屋
　
根
（
平
喜
完
了
）

屋
　
根
（
完
了
）

屋
　
根
（
棟
積
完
了
）



壁
工
事
（
壁
土
練
込
）

6
7
　
壁
工
事
（
荒
壁
塗
）

6
6
　
壁
工
事
（
小
舞
掻
き
）



（ヰ采瑚）爛十膵諺．雷

（酵母）朝日躇　霊
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